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醗翻蘭圏田醗纒
クリスマスに捧げる祈り

世
界中の人々と共に，人類の救い主 イ

エス ・キ リス トの驚嘆すべき誕生 を

祝 う喜びの季節が訪れました。今は亡き何

百万 という人々，そして今なお地上 に生 き
おごそ

長 らえている何百万 とい う人々の厳かな証

に加 えて，大管長会は再 び次のことを宣言

致します。すなわち，ベツレヘムでマ リヤ

の下 にお生 まれ になったイエス ・キ リス ト
あがな

こそ，生ける神の愛子，蹟い主，永遠の審

判者， この世 の光であり生命の御方です。

救 い主の歩まれた貝費いの生涯は，一絶えず

平和への道を照らし， この世の罪からの清

めを万 人にもたらしました。神の子羊は贈

いの犠牲によって死に打ち勝ち，人類の前

に永遠の生命への道を備えられたのです。

救い主の生涯には，私たちが一生の間行

なう瞑想や賛美や献身の，人生に対する神

聖 な模範を見ることができます。例えば，

主はたった一言でいちじくを枯 らせる力を

持 っておられたにもかかわらず，敵のため

に祈る方 をお取 りにな りました。 また，人

知 を超えた耐え難い試しを過酷なまでにそ
ぐ ろ う らよう

の身に引き受 けながら， なお主は愚弄 し嘲
しょう

笑する群衆のために，十字架 の上から叫ん

で言われました。「父よ，かれらをおゆるし

ください。彼らは何 をしているのか，わか

らずにいるのです。」(ル カ23：34)

それ が個人の間における不和であれ，国

家間の問題であれ，争いの解決 を求めるす

べての人々に，平和の君の勧告 をお勧めし

ます。「あなたがたの敵を愛し，のろう者を

祝福 し，憎む者に善をなし，さげすむ者，迫

害する者のために祈れ。 こうして天にいま

すあなたがたの父の子となるためである。」

(欽 定訳マタイ5：44-45)

イエース ・キ リストが私たちを愛されたよ

うに，互 いに愛 し合 うというこの原則は，

個人，家族，そしてひいては国家，世 界に

至るまで安 らぎと平和をもたらすことでし

ょう。

私 たちの心が最愛の者たちに向けられる

この季節に臨んで，貧 しい人々，家族や愛

する者 を失 った人々，そして肉体的，情緒

的，霊的に打ち沈んで，取 り乱 した人々に

対 しても心 を向けようではあ りませんか。
いや

温かな手を差 し伸べて他の人々を高め，癒

した救 い主の模範 に心 を留めるよう，すべ

ての人々に勧告致 します。

すべての者が，主イエス ・キ リストを信

ず る信仰 を行 使す るよ う促 され，その教

えに耳を傾け，戒めに従えるよう，これが

全世界のあ らゆる人々のために私たちが捧

げるク リスマスの祈 りです。

大管長会

スペ ンサー ・W・ キンボール

N・ エル ドン ・タナー

マ リオ ン ・G・ ロムニー

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー
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大 管 長 会 メ ツ セ ー ジ

雛 匹『『 『

断食の律法
第二副管長

マ リオン・G・ロムニ ー

主
が私たちに行なうよう命 じておられ

る重要 な戒めのひとつは，惜 しまず

に断食献金を納めるということです。その

ようにすることによって霊的な事柄 におい

ても世俗的な事柄 において も大きな報いの

あることを皆 さんに知 っていただきたいと

思います。祈 りの効力は，貧しい人々に対

する私たちの寛容さにかか っていると主は

言われました。(ア ルマ34二28参 照)

いにしえのイザヤの時代 に戻 って見てみ

ましょう。人々は不平をもらして次のよう

に言いました。 「われわれが断食したのに，

なぜ，ごらんにならないのか。われわれが

おのれを苦 しめたのに，なぜ，ごぞんじな

いのか。」(イ ザヤ58：3)主 は この疑問に

答えて言われました。 「このようなものは，

わたしの選ぶ断食であろうか。人がおのれ

を苦 しめる 日であろうか。 そのこうべを葦

のように伏せ，荒布 と灰 とをその下 に敷 く

ことであろうか。 あなたは， これを断食と

となえ，主に受け入れられる 日と， となえ

るであろうか。」(イ ザヤ58：5)

現代 の私たちの状況 となんと似通 ってい

ることでしょう。 断食 となるといつも頭痛

がしたり，お腹がすいて死にそうだと言う

ような様子 を見せたりします。主は当時の

イスラエルの人々に問うて次のように言わ

れました。

「わたしが選、玄ミところの断 食は，……飢

えた者に，あなたのパンを分け与え，さす

らえる貧しい者を，あなたの家に入れ，裸

の者 を見て，これに着せ 〔る〕……などの事
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ではないか。」

「〔あなたが これらのことを行 なうな ら

ば〕」 と主は.言葉 を継 いで言われました。

「あなたの光が暁のようにあらわれ出て
，

あなたは，すみやか にいやされ，あなたの

義 はあなたの前に行き，主の栄光 はあなた

のしんが りとなる。

また，あなたが呼ぶとき，主は答えられ，

あなたが叫ぶとき，『わたしはここにおる』

と言われる。・…一

飢えた者 にあなたのパ ンを施こし，苦 し

む者の願いを満ち足 らせるならば，あなた

の光は暗きに輝き，あなたのやみは真昼の

ようになる。」(イ ザヤ58：6-10)

ここ に引用された，他に比べるもののな

い祝福 について考 えてみて下さい。これ ら

の祝福はすべて，貧 しい人々を助けるため

に惜 しみなく捧 げ物 を差し出す人々に約束

されたものです。

「主は常 にあなたを導き
，良き物 をもっ

てあなたの願いを満 ち足らせ，あなたの骨

を強くされる。あなたは潤 った園のように、

水の絶えない泉のようになる。」(イザヤ58：

11)

だ いぶ前，それ も実は60年 ほど昔 のこと

ですが， 当時十二使徒のメル ビン ・J・ バ

ラー ド長老が私の頭の上 に手を置いて，伝

道に出る任命をして下さいました。バラー

ド長老は，その時私 に与 えて下さった祝福

の中で， 人はひとかけらのパンを主 に捧げ

れば，主はいつ もその返礼 として，ひ とか

たまりのパ ンをお与えになると教 えて くれ

ました。以来，私 はそのことを何度 も経験

してきました。

ヒーバー ・J・ グラン ト大管長 は，断食

の本質と目的および断食献金の 目的 につい

て次のように語 りました。
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「今 日この場で
，私は皆さんにお約束 し

たいと思 います。 もし末 日聖徒がひとつの

民として今 日この 日から正直にそして誠実

に毎月の断食 日を守 り，……加えて，やは

り正直に什分の一 を納めるならば，聖徒へ

の援助 にかかわるあらゆる問題は解決され

るで しょう。……末 日聖徒の中で月に1度 ，

2回 の食事 を断つあ らゆる人々は，霊的に

祝福を受けてイエス ・キリス トの福音 に対

する信仰を増すことができるで しょう

しか も素晴らしい方法で祝福 を受けるでし

ょう。監督 の下にはすべての貧 しい人々を

援助 するに十分な手段が備 えられるでしょ

う。」(Oosρ6」 泓観 磁z鷹 「福音の標準」G・

ホーマー ・ダラム編，p.123)

私 たちが貧 しい人々を助 けるために行 な

うあらゆることは，霊的な面での達成度 に

よって測らなければなりません。与える側

の人々は義 しい心から進んで与え，受ける

側の人々は感謝 と喜びの気持ちをもって受

けなければな りません。聖霊は，これ らの

援助 に対する監督の評価を確 認して下さる

に違 いあ りません。私たちが義 しい意図を

もってこの偉大 な業 に加 わる時，霊は清め

られ，精神はさらに啓発されることでしょ

う。 また，それが どのようなものであれ責

任 を果たして霊的な成長を遂 げる時，私た

ちは 「神の性質 にあずかる者となる」(IIペ

テ ロ1：4)備 え をしているのです。願わ

くは，私 たちがモロナイの語った愛の絆で

互 いに結ばれ合 うために，豊かなみたまに

満 たされた幸福な生活を送れるよう祈 るも

のです。その愛 とはすなわち，「キ リストの

純粋な愛であって永遠につずくものである。

従 って終 りの 日にこのような愛を持 ってい

る人はさいわいである。

それであるか ら，私の愛する兄弟 らよ，
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あなたたちは，神が御子 イエス ・キリス ト

に真に従 う者たちに一人のこらず与 えたも

うたこの愛で自分 たちの胸を満すためにあ

りたけの心をつ くして御父に祈れ。 これは

また，あなたたちが神の子 らとなるためで

ある。神の現われたもう時 には神をそのあ

りのままの姿で見るにちがいないから，そ

の時には神 に似 た者 になることができるた

めであり， また私たちも神のように清め ら

れると言 う望 みを持 たんがためである。」

(モ ロナイ7：47-48)

すべ ての人々が断食に対して大 きな注意

を向ける必要があります。 もし私 たちが時

折断食を行ない，加えて しばしば祈 るので

なければ，親 しみを込めて主 に近づくこと

ができるよう本当に主を呼び求めたことに

はな りません。ほとんどの個 人的な問題 は

そのように行 なうことで解決できます。主

は容易 に悪霊を追い出しておられるのに，

なぜ 自分たちにはそれができないのか弟子

たちが尋ねた時，救 い主が何 とお答えにな

ったか，皆 さんは覚 えているでしょうか。

主はこう言われました。「このたぐいは，祈

りと断食 とによらなければ，追い出すこと

はできない。」(マ タイ17：21)

私 た ち一人一人がさらに多くの断食献金

を納めて，教会中の聖徒たちが同様のこと

を行 なえるよう励 まそうではあ りませんか。

「貧乏人のラザロにパンくずしか与えなか

った金持 ちに， 日の光栄の栄光を得 られる

などと思わせないようにしようではないか。」

(ハ イラム ・M・ ス ミス， ジャニー ・M・

ショダール，丁勉Po6!短%αn`!Co∂6κ απお

Co郷 郷6初8触 「教義 と聖約注解」p.480)栄

光 を得 るにふさわ しくなるためには，人は

自分の持てる財産を貧 しい人々や困ってい

る人々に惜 しみなく分け与 えなければな り

4

ません◎、

惜 しみなく与えて下さい。 そうすること

であなた方 自身が成長できるでしょう。貧

しい人々のためにだけ与えるのではありま

せん。あなた方 自身の幸福のためにも与え

るのです。

自分の持てる財産 や時間を捧 げることに

よってあなた方自身を神の王国に捧げるこ

とができるよう十分に与えて下 さい。天の

祝福 を得ようとするならば，正直 に什分の

一 を納め
，断食献金を惜 しみなく捧げて下

さい。 このように行なうすべての人々は霊

的な事柄についても物質的な事柄 について

もその繁栄 が増 し加わることを約束いたし

ます。主はあらゆる人々に， その行ないに

応じて報いて下さるで しょう。

私たち一人一人がこれらの基本原則を学

んで応用 し，そこから約束された報 いを得

ることができるように祈 るものです。

ホームティーチャーへの提案

1.断 食の祝福について自分の気持ちや体

験を述べる。また，家族にもそれぞれ

の気持ちを述べてもらう。

2。 このメッセージの中に，家族で朗読し

たり，話し合ったりするのによい聖句

や引用文がないだろうか。

3.断 食と貧しい人々への援助の関係につ

いて話し合う。また，なぜ 「祈りの効

力は貧しい人々に対する私たちの寛容

さにかかっている」のだろうか。(アル

マ34：28参照)

4.訪 問する前に，事前に家長と話し合っ

ておく必要がないだろうか。断食と断

食献金について定員会指導者や監督か

ら家長にあてられたメッセージがない

だろうか。
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86年 の12月 の あ る 日， メ ア リー ・ア

こんすい

ン ・ス トークス ・リッチは，昏睡状

態 に陥っている彼女の6歳 の子供 を険 しい

目つきで見つめていました。妊娠中彼女は

栄養失調だったため，生 まれてきた赤ちゃ

んは先天性のくる病 にかかっていて，弱々

しい声で泣いてばかりいました。メア リー・

アンは同じような事情ですでに4人 もの子

供を失っていました。それに彼女の夫はア

イダホのキャシア ・カウンテ ィにあるやせ

た農場に，妻と6人 の子供を置き去 りにし

て どこかへ行って しまったのです。

メアリー ・アンは悲嘆に暮れ， こんな苦

痛 と赤貧の暮 らしをさせるくらいな ら，早

く息子を天に召して下 さるようお祈 りしよ

うとひざまずきました。 しかし実際はそれ

どころか， 息子の命が助か り， 自分が年老

いても，息子が自分の慰めや恵みになるよ

う嘆願 していたのでした。

彼女 の祈 りはかなえられました。・エ ドワ

ー ド ・ス トークス ・リッチは立派に成長 し，

後にメアリー ・アンが年老いて体が弱って

きた時も，生活の面倒 を見てくれました。

エ ドワー ドが生まれた後間もなく，メア

リー・アンは子供 たちと共にソル トレーク・

シティーへ移 り，助産婦やコック，掃除婦

などの仕事 に就 きました。 しかし彼女の乏

しい収入だけでは一家の必要なものを賄う

ことはできず，エ ドワー ドは12歳 になると

学校 を辞め，ソル トレーク ・トリビューン
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という新聞社に夜勤で働 きに出ました。

数 カ月の問， メア リー ・アンはエ ドワー

ドの什分の一を貯金 していました。それが

5ド ルに達した時，彼女はエ ドワー ドにこ

う切 り出しました。「エディ，私はまだお前

の什分の一を納めていないのよ。 お前は毎

晩仕事の行き帰 りに何キロも歩かなきゃな

らないのに，暖かいオーバーコー トさえ持

っていないものね。冬になると，お前が帰

ってくる明け方の4時 か5時 頃はひどく冷

え込むのよ。 だからお母 さんはお前にこの

お金を返そうと思っているの。 そうすれば

什分の一に充てることもできるし，何 なら

オーバーを買うこともできるでしょう。 ど

っちにするかは，お前が 自分で決めるのよ。」

エ ドワー ドは母親が思っていた通 りの決

断を下しました。彼は後にこう記録してい

ます。「私 はお金 を受 け取 ると，一 目散 に

監督の家に駆けつけ，什分 の一 を納めまし

た。」

1週 間後，おばのメア リーが彼女の息子

のお古のオーバーコー トを持 って，彼らの

家にやって来ました。 それはエ ドワー ドに

ぴった りで，什分の一 のたった5ド ルで買

えるようなコー トなんかよ りも，ず っと立

派な物でした。エ ドワー ドはその 日以来，

什分の一 やその他の捧げ物をいつ も惜 しみ

なく納めるようになりました。

エ ドワー ドが伝道から帰ってきた頃は，

世の中は不景気で就職 難の時代 を迎 えてい

ました。彼はほとんどお金を持 っていなか

ったので， この事態 について断食 し，お祈

りしました。 すると，手持ちの2ド ルをす

べて什分の一として払 うべきだとみたまに

よって感 じました。 それで彼は11月 の終わ

り近くになり，監督 にこう言いました。「監

督，私は今 まで働いた分の什分の一 はすべ

て納めました。 でも， この2ド ルは什分の

一の前金です
。暮れまでには20ド ルの収入
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を得たいんです。」

次の 日も，エ ドワー ドはいつ ものように

職探 しで， ソル トレーク ・シティーにある

事務所や会社 を回っていました。 彼が最後

の事務所 を後にしようとした時，そこの雇

い主が彼を呼び止め，ユタ州のプライス(ソ

ル トレーク ・シテ ィーから約200キ ロ離れ

た所)に ある地方新聞社 になら仕事 がある

と教 えてくれました。

会社が交通費を負担 してくれたので，エ

ドワー ドは次の 日プ ライスに行 き，早速仕

事に就 くことができました。彼はク リスマ

スまでに，時間外労働 も含めて21ド ル50セ

ン トの収入を得ました。20ド ル分の什分の

一は前払いしてあるから
，少 しゆとりが 出

るので，「これでクリスマスの買い物ができ

る」と彼は思いました。

エ ドワー ドは忠実で従順 な上に仕事熱心

だったので，仕事ではかな りの成功を修め

ました。何年か後に妻を失い，10人 の子供

を一手 に引き受けた時も，彼はいつ もみた

まによって力強 く支えられてきました。一

番下の子供が高校生の時，エ ドワー ドはレ

オナ ・ハイ ドという女性 を愛するようにな

りました。 しか し当時彼は59歳 だったので

すが，彼女は19歳 も年下 で，彼には結婚 を

申し込むのがためらわれました。それに彼

ほどの年 になって， また新 しい家庭 を築く

ということも心配の種でした。 しかし断食

し，祈った結果，彼は導きを受けました。

こう書いています。「揺るぎない確信が心の

内に生まれてきたので，私は迷 うことな く

彼女 との結婚 に踏み切った。」また主はエ ド

ワー ドに もう一度結婚生活を送るための人

生を備えておいて下さることを，みたまに

よって知 りました。

そういう経緯で，彼は新 しい家庭を築き

ました。私はその家族の一員です。

やもめ暮 らしをしていた何年かは経済的



に苦労 していたので，母 と結婚 した当時も

父は文無 し同然でした。その上彼は自動車

事故で重傷を負ったため，体 に支障をきた

し，印刷の仕事を続けることが もはや不可

能 になってしまいました。 そのため，割 に

合わない職 を転々とする憂き目を見ること

になったのです。 しかしそんな状況の下で

も，彼は什分の一や捧げ物を納めるのをた

めらったことは決 してありませんでした。

初 めの内は，以前にあつ らえた上等のスー

ツを売 り，中古のものにするというような

ことも何度かあ りました。 それでもこまめ

に貯金し，多くの事を犠牲にしてきたので，

私たちは簡素 な家を手に入れることができ

ました。 また退職後のために貯金も始める

ようになりました。

しか しお金に困っていた時でさえ，監督

からワー ド部予算や建築基金のチ ャレンジ

を受けた時は，父は必ずチ ャレンジされた

額よりも何 ドルか多く払っていました。彼

は何年間か監督を務めて，ワー ド部はかな

りの額の献金を必要 としていることを知 っ

ていたのです。「私たちは主が与 えて下さっ

た物に優る捧げ物をすることはできないん

ですよ」と彼は自信 に満ちた笑顔でよくこ

う言っていたものでした。

父はずっと元気で働いてきましたが，80

歳 の時， 白血病 にかか ってしまいました。

しかし彼は，人生に喜びを感 じている内は

生き続けることができるという祝福を受け

ました。 父は翌年 も，春のチ ュー リップや
め

クロッカスを愛でなが ら，喜びに満ちた生

活を送 りました。 また私が大学の授業で学

んだことを話すと，父はおもしろそうに聞

きました。私は父 と文学や天文学 について

意見を交換し合 うのが大好きでした。父は

その2科 目が好きだったからです。でも私

が一番好きだったのは，宗教学の授業で習

ったことを話すことでした。父は監督とし
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て，毎 日聖典の勉強をするという目標を設

定 していました。実際彼は38年 間ずっと，

モルモン経を少なくとも年 に2回 ，他の聖典

もそれぞれ年1回 は完読していたのです。

父の2回 目の入院の時，医師からあと数

カ月の命であるという宣告 を受けていたの

で，何度 目かに見舞いに行 った時，父が家

へ帰 りたいと言い出 した時にはさすがに驚

きました。 それから1週 間後，父は眠りの

内に息を引き取 りました。次 に紹介するの

は父が残 していった証です。「捧げ物が何で

あれ，主は私 にいつ もお返 しをして下さる

ことを私は知 っている。 それは必ず しも金

銭的な形を取るとは限らないけれど，私た

ちは主が下さった物に優 る捧げ物をお返し

することはできないのである。私たちがど

んなに多くの捧げ物をして もそれをはるか

に上回る物を主は返 して下さるから，私た

ちはいつ も主 に負債があると感 じるのであ

る。」

話し合い
「什分の一とオーバーコー ト」を読んだ

後，福音の勉強をする上で，次の質問を読

み各々で，あるいは家族で考えてみましょ

う。

1.

2。

3.

祝福はいつも，什分の一や他の戒めに

従った後すぐにやってきますか。また

そのような祝福を期待するべきですか。

教会への捧げ物にはどのような種類が

あるでしょうか。何種類の捧げ物の名

前を挙げられますか。

断食や断食献金について最近なされた

勧告を読み，話し合ってみましょう。

またあなたやあなたの家族が什分の一

を完全に納めていない場合，この大切

な戒めを守る手助けとするために，家

族や個人でどのような目標を定めるこ

とができますか。
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19
70年12月 の初め，私はワー ド部の聖

ら

餐会でクリスマスの奉仕 というテー

マのお話をするよう依頼 を受 けました。

その話の中で，私は，「貴い危険 ク リ

スマスの物語」 と題するロイ ド ・C・ ダグ

ラス(米 ルーテル教会牧師，作家，1877-

1951)の 書 いた一篇の物語を引用 しました。

それは，フ ィル ・ガーランドと呼ばれる

ひとりの男とその妻 シャーリー，それに、ζ・

たりの子供ポ リー とジュニアの物語です。

その 日のクリスマスイブに限って，フ ィル

はいらだった不機嫌 な様子を見せていまし

た。失業したばか りだったのです。家の経

済状態は，働いていた間でさえ苦 しかった

のに，今となってはもうどうしようもない

ように思われました。

その晩シャーリーは，夫に，ポリーやジュ

ニアと一緒にクリスマスイブを楽しく過 ご

したいと持ちかけました。 ところが夫のフ

ィルは，プ レゼン トは金がかかるとこぼす

だけです。フィルは，妻 に向かい，苦 しい

経済状態の中でプ レゼ ントを買 う余裕など

どこにもないことを強調 しました。「とにか

く，今 じゃク リスマスは金 もうけの道具 だ

からね。」シャーリーはポリーとジュニアを

着替 えさせて，ベ ッドに連れて行きました。

そして， あ、ζ、れる涙 を抑えなが ら寝室へ入

って行きました。

その数分後， シャー リーを呼ぶフィルの

声が玄関口の通路から聞こえてきました。

大声で，ペ ンチを持 って来るように叫んで

います。 「針を踏んづけてしまった。」

1折れ 右針
～{

ブ レ ン ト・A・バ ー ロー 父!

磯雛



シャーリーがペンチを渡すと，フィルは

足の裏に突き出た針の頭 を締めつけ，えい

っ!と やりました。 なんと出てきた針は半

分だけです。 フィルとシャー リーは，病院

へ行 って折れた針の残 りを引き抜いて もら

った方がいいか どうか考 えましたが，フィ

ルの判断で翌朝 まで待つことにしました。

次の 日はク リスマスでした。フ ィルは病

院まで車を飛ばしましたが，入口の前でふ

と立 ち止まりました。 もし小さな金属片が

体内に入って出て来なければ……フィルは

どこかで聞いたそんな話を思い出しました。

その金属片は体の中を循環 してついには生

命器官に入り， その人は死んでしまう。 フ

ィルはなぜか，足の中の折れた針をそのま

ま放 っておいて，たとえそれがどのような

結果 になろうとも，これを甘んじて受けよ

うと心 に決めました。車で家に戻ると，シ

ャー リーには，す っかり治療は終えたと告

げました。

この時からフ ィルは自分がいつ死ぬか も

わか らない状態にあることを自覚 し始めま

した。明 日まで生命があるか どうか 自分で

もわからない，それならば残された 日々を

精一杯大切 に生きよう。フ ィルはそう決心

しました。クリスマスのその 日，フィルは人

が変わったようでした。妻に対しては親切

を尽 くし，子供たちの相手をしなが ら時間

を過 ごしました。 これまでの長い間フィル

にとってこんなにも家族が身近に感 じられ

た のは，このクリスマスの 日が初めてでした。

明日は死んでいるかもしれません。 しか

しきょう，人生で大切なものを味わうことが

できたのです。 しか も，不思議なことに金

銭はもはやそれ程重要なものとは思われな

くなってきました。

その翌 日になりました。気づいてみると
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フィル ・ガーランドはまだ生命があ りまし

た。2日 目，妻 と子供 たちには特別な思い

やりを込めて接 しました。その 日が人生の

最後の 日になるかもしれないからです。 そ

れか ら来る 日も来る日も，フィルはさらに

長 い時間をシャー リーやポ リー， ジュニア

と共 に過 ごすようにな り，片手間な仕事を

毎 日続けながら家族を支 えていきました。

それから1年 後，「貴い危険」はこの物語

の始 まり同様 ク リスマス イブに終 わりを

告 げることになります。ガーランド家のお

祝いは，去年 のク リスマスとは正反対の も

のになりました。 それはフ ィルが幸福で，

心が平安 な思いで満たされていたか らです。

とうとう，妻や子供たちと一緒 にクリスマ

スを祝える時まで生 き伸 びることができた

のです。

ク リスマスイブの晩，フィルは子供たち

と幾つかのゲームを楽 しみました。それか

ら，家族 で，その年の間にそれぞれがこし

らえてきた小さなプレゼン トを交換 しまし

た。 フィルは数 カ月ほどかけて， シャーリ

ーのためにクル ミの木で美しい裁縫箱を作

りました。フ ィルの優 しい心づかいに， シ

ャー一リーの 目には大粒の涙があふれて くる

のでした。

その夜，時計の針が12時 を告 げ知 らせる

頃， シャー リーは自分のプレゼン トをフィ

ルに手渡 しました。そのプレゼン トの中に

は，赤いビロー ドに刺し通した小さな折れ

た針が入っていました。そうです。 フィル

が自分の足の中に置き去 りにしたとばか り

思 っていた折れた針の残 りの半分です。こ

の物語はシャー リーが涙ながらにフ ィルの

許 しを乞うところで終わっています。 シャ

ー リーはあの事故の2
，3日 後 にその残り半

分 の針を見つけたのですが，黙 っていたの
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です。そのお陰でフィルが家庭 に戻 ってき

たのです。

去年のクリスマス以来どんなに自分の人

生が変わったかわかづていたフィルは， シ

ャー リーを抱き寄せ，涙をぬぐうように言

いました。「今晩はクリスマスなのだか ら。」

この話は教会員たちを喜ばせたようでし

た。後に別の機会でお話の割 り当てを受け

た時，私は優先順位 を正 しく決めて家族 と

共 に過 ごすことの大切さを強調するために，

もう一度この話 をしました。

さて，私は1971年 に大学での学位 を取得

して， イリノイヘ移 り，南 イリノイ大学で

教鞭 をとることになりました。そして数 カ

月後，ダグラスの物語が私の心にまざまざ

とよみがえるような特別な体験をしたので

す。

それは土曜 日のことでした。教会の指導

者会に出席する準備 を始める前 にテス トの

採点を済ませてしまおうと，私は朝早 くか

ら起きていました。 どうにか時間に間に合

わせて着替えをし，家を出ようと広間を横

切 って寝室の方へ走って行 きました。

ところが，廊下を過ぎようとした瞬間，

突然左足の先端 に激痛が走り，そのはなは

だしさに私は床の上 に引っ繰 り返って足を

つかみ上げました。針を踏んづけてしまっ

たのです。助けを求める声 に妻のスーザン

と子供たちが傍 らに駆け寄 って来た時には，

私は尻 もちをついたまま 自分の足を抱え込

み，苦 しみうめいていました。

すべての出来事が痛ましい程 に酷似 して

いました。 スーザンがペンチを取ってきた

ので，私は針を引き抜こうとしました。で

も針は少しも動きません。妻と私はす ぐに

病院に出かけることで一致 しました。 足に

針が刺さったままでしたが， 自家用のステ

10

一 ションワゴンを運転することができまし

た。 しかし， フィル ・ガーラン ドの場合 と

は別で，私の場合は針が足の中に入ってい

るか どうか考える必要 はまったくありませ

んでした。

午前6時 頃，足を引きず りながら急患診

療室 に通 されると，私は看護婦に事の次第

を説明 しました。数分後に医者が入って来

て若干の予診をしてくれました。針はだい

ぶ深 く足の裏 に食い込んでいて， 外科医を

呼んで取 り除いてもらわねばならないだろ

うとのことでした。私に，手術台の上に横

になって，外科の先生が到着するまで待 っ

ているように命 じると， その医者は私をひ

とり残 して出て行きました。私がそこで待

っている間ほぽ40分 近く，だれ もいなくな

った手術室はひ っそりと静まり返っていま

した。その間，私は， 自分の生命が危険に

さらされていることを人が 自覚 した時，残

された最 も大切なものについて真剣 に考 え

ていました。私は去年 フロリダのタラパシ

ーで話したク リスマスの物語 をすぐに思 い

出しました。 なんという皮肉でしょう!こ

ともあろうに，物語を紹介 したこの私がフ

ィル ・ガーラン ドの体験 を繰 り返 している

のです。あまつさえ，気づいてみると主 人

公同様 自分の死に そしてさらに，死 よ

りももっと大切な 「生きる」 ということに

心 を奮われていました。

や っと外科医が現われて，私の足を調べ

始 めました。私はこう尋ねました。「小 さな

金属が体の中に入って， もしそれを摘出し

なか ったら， 人が死ぬこともあるっていう

のは本当で しょうか。」その外科 医は笑い

なが らこう言いました。

「私も前にそんな話を聞いたことがあり

ますよ……本 当かどうかは私 にもわか りま



せんね。 でもあなたの場合 は心配はいりま

せん。」彼は言葉を続けてこう言いました，

「数分で針は取れます よ。」

外科医の先生が私 の足の手術 にとりかか

ると， 自分が宣教師時代に何度 も引用 した

聖句がまた思い出されてきました。「アダム

にあってすべての人が死んでいるのと同じ

ように，……」(1コ リント15：22)象 徴 的

な意味で(と 私は考えました)，私たちはだ

れもが皆 自分の体 の中に小さな金属片を持

っているのか もしれません。主はそれを死

すべき肉体 と呼んでおられます。私が 自分

もいつかは死ぬであろうことを生 まれて初

めて完全に悟 ったのはその時であったと思

います。

手術が終わると，私は家族の待つ我が家

に戻 りまし た。家族に対 して今 まで感 じた

ことのない程いとおしい気持ちが湧き上が

ってきたのはその時です。

結局私の足は完治しましたが，その体験

が もた らした鮮烈な印象は決して私から離

れ去 ることはありませんで した。以来，私

は人生の意味について真剣に考えてきまし

た。 この人生の 目的は何 なのでしょうか。

最 も大切 なこととは何なのでしょうか。私

は 自分の時間を一番何に費やしているので

しようか。

ヘ ンリー ・デ ビツ ド・ソーロー(米 国の

作家，1817-62)の 語 ったある言葉は私た

ちに一筋の光を与 えてくれます。 ソーロー

はマサチューセッツ州 にあるウォールデン

湖畔の森の中に居 を構 え，次のように言い

ました。「なぜなら，私は 目的を持 って生き，

人生 の本質的な事柄 とのみ向かい合うこと

を願 っているからなのです。 そして，その

教えを学び得たか否かを確かめ，死の間際

に至 って自分が真実生きたと言えるようで

聖 徒の道/1982年12月 号

あ りたいのです。生命のない生活を送 りた

い とは思いません，生きるとはそれ程かけ

がいのないものなの です。」(ハ4薦 彪鴬`ゾ

、4窺6万o伽L飽 瓶吻廻 「米文学の巨匠たち」

P.405)

今 で は私にとってクリスマスは以前にも

増 して大切 な 日になっています。 それは主

に，救い主の誕生，生活，死，そして復活

のすべてがさらに深い意味を持っようにな

ったからです。また私 には救い主が次のよ

うに語られた時のその言葉の重要性がわか

り始めてきました。「わた しが きたのは，

羊 に命を得 させ，豊かに得 させるためであ

る。」(ヨ ハネ10：10)こ こ に言われた豊か

さの一部分は明らかに，愛する者たちと共

に生きることの喜びを言っています。私た

ちの子供 は成長 し，彼 らの祖父母は年老い

ていきます。 しか し，年 ごとに迎 えるクリ

スマスー いや一 日一 日が，ささいな煩い

事 で台無 しにしてはならない，かけがえの

ない 日々なのです。私たちはさらに多くの

ク リスマスの季節を家族 で共に過ごせるよ

うに願っています。た とえそれが無理 でも，

せめて家族が一度はゆっくりと集まれるク

リスマスにしたいと願っています。

私はこの 「貴い危険 ク リスマスの物

語」を捜 して一冊購入しました。 クリスマ

スの季節になるたびにこの本 を読み返 し，

自分の歩んできた今までの人生やこれから

のことなどを思い巡 らしています。そして，

あの針は， フィル ・ガーラン ドにまねて小

さな箱の中の ビロー ドの布 に刺して化粧 台

の引き出しにしまいました。人生の無常や

優先順位をつけることの大切 さを絶えず思

い出すためのよすがとするためです。私 に

とって，どんな時にも忘れてはな らない貴

重な贈 り物なのですか ら。
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ク リ ス マ ス カ ー ド

ドー ン ・ウ ォー カー ・ネイラー

19
78年12月 の初め，クリスマスカー ド

のあて名書 きをしなが ら，脳裏 には

ク リスマスの準備のことがうずまいていま

した。私は住所録 に載 っている名前をAか

らZま でひとつ残 らず，丁寧 に見ていきま

した。Nの ところにきた時，夫の父親の名

前とソル トレーク ・シティーの住所に 目が

留まりました。 夫のデビッ ドがいつの 日か

父親と連絡を取 りたいと思う時が来るか も

しれないと思 って，つい最近 その住所を入

手 し，住所録 に書き留めたばか りだったの

です。私たちはそこからほんの数 キロのユ

タ州， レイ トンに住んでいました。

デビッドは，両親が離婚したためにわず

か6歳 の時に父親と別れたままでした。 そ

の後，デビッドの父親はカリフォルニアに

移 り，再婚 して，そこに長い間住んでいま

した。一方，デビッドは父親に見捨てられ

たと思いながら大きくな りました。 そして，

若い頃の何年 間かをあちこちを転々としな

がら過 ごしたため，父親と息子は30年 近 く

互いに消息が絶 えたままでした。

デビッドはひどく哀れさを感 じていまし

た。父親の記憶はぽんや りとしかなく，そ

の記憶 も時がたつにつれてゆがんできたの

だそうです。それでデビッドは父親と再会

したいとは思わないと言っていました。 し

かしデビヅドの父親と同居 していたデビッ

ドの父方の祖母が， デビッドの家族のひと

りと連絡を取 っていたため，彼女から住所

を得ることができたのでした。

私は住所録の名前をじっと見つめなが ら，

この情報があって も何 にもな らないと思い

ました。ただ名前 と住所だけで，心にも気

持ちの上でも何にも思 い出せないのですか

ら。顔 さえも。 それでもじっと名前を見っ

めていると，突然この人にクリスマスカr

ドを出そうという強い気持 ちを覚えました。

私は 自分 に問うてみました。で もその気持

ちを打ち消すことはできませんでした。

もしその人が私たちの消息を聞きたくな

いとしたら， また我が家 に来てほしいと思

うような人でないとしたら， どうしよう。

次か ら次に疑いがわいてきます。 しかしそ

れとは反対に，ク リスマスカー ドを出そう

という気持ちはますます強 くな り， とうと

うカー ドを送ることに決めました。夫が ど

ういう反応を示すか もわか らないのに，私

は夫が仕事から帰宅する前に出したほうが

よいと思 いました。私は注意してこれはと

思うカー ドを選び，封筒にあて名を書いて，

中に短い手紙 と我が家の電話番号を書いた

物を入れました。事は終わ り，私はカー ド

を投函しました。さあ今度は夫 にどう話す

かを考えなければなりません。

その夜夕食が終わって，デ ビッ ドが新聞
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を読んでいる時にその機会 を見つけました。

穏やかに私は 自分がしたことを話 し，夫の

返事 を待ちました。 しか し何の反応も帰っ

てきません。私は もう一度 自分の したこと

を話 しました。 この時は夫の手か ら新聞が

すべ り落ちました。夫は私の顔 を見て，ふ

さわしい人と結婚 したのだろうか というよ

うな顔をしていました。

数 日が過 ぎ，私はクリスマスカー ドのこ

とは忘れていました。そうしたある晩，電

話が鳴 りました。何気なく受話器を取ると，

男性の声で 「デビッドの父親ですが」 と言

うではあ りませんか。私はただもう驚いて，

やっきになって夫の注意を引きながら，気

のきいた言葉のひ とつ も言おうと考えまし

た。

私が弱々しい声で，「まあ，クリスマスカ

ー ドを受け取って下 さったのですね」 と言

うと，「皆さんからたよりがあるのをず っと

待っていたんですよ」 とい う答えが帰 って

きました。私は少 し口ごもりなが らも何と

かこう言いました。「デビッドとお話 しにな

りますか。」そして当惑 している夫に受話器

を渡 しました。

デビッドと父親が話 しているうちに，親

子が再会する時 と場所が決ま りました。 そ

れから数 日，とて も不安 な 日を過ごした後，

私たちはデビッドの父親の家を訪ねました。

聖 徒の道/1982年12月 号

●

私が玄関の呼び鈴を鳴 らす と，男の人が現

われて 自己紹介をしました。家の中には奥

さんと子供たち，それにデビッ ドの出生に

居合わせた祖母がいました。祖母は小さい

頃のデビッ ドをはっきりと覚 えていました。

彼らは皆，私たちの到着を心待ちにして

くれていたのです。す ぐに私たちは気持ち

が落 ち着 きました。部屋をじっと眺めてい

ると，暖炉の上の棚か ら私にほほえみかけ

ているキンボール大管長の写真 に目が留ま

りました。私はこれでよか ったのだと思い

ました。

30年 振 りの父と、息、子の再会がどんなであ

ったかはとても言葉では説明できません。

しかし，その時のふたりのうれしそうな顔を

私は決 して忘 れないで しょう。義父一家が，

私たちが家族として望んでいた通 りの家族

であったことを実感 して，私たちはとても
なご

心が和み，幸せ を感 じました。 その夜は長

年の積 もる思いや情報を語 り合い，将来 も

会う計画が立てられました。 この再会にお

いて天父が大きな役割を果たして下さった

のをだれもが感 じたと思います。

夫が父親 との再会を喜ぶ姿を見て，やっ

と天父を捜 し出した人々に対する天父の反

応もきっと同じに違 いない，そう私は思い

ました。「あなたから便 りがあるのをずっと

待っていたんですよ。」
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⑱四福音書の中の福音⑱

ロバ ー ト・G・ パ ッ チ

告 一 一 一 一 一・ 一 一 一_一__________・_』

新約聖書の四福音書を学び始める場合，

あらかじめ各書の背景となるものについ

て墓礎知識を得ておくなら，より容易な

理解が得られるでしょう。この記事の中

で，パッチ博士は 「福音」という語の意

味，また，新約の最初の四書がなぜ福音

書と呼ばれるのか，それぞれに異なる四

書がキリストを証するという共通の一一点

において，どのように強め，補い合って

いるかを論じています。

愈 ⇔ 愈
「福音」という訳語の原語となったギリ

シア語には 「喜びのおとずれ」「良い知ら

せ」などの意味があります。

イエスが最初にこの言葉を用いたのが，

ナザレの会堂においてであることは明らか

です。この時イエスは，御自分が福音を宣

べ伝えるために神から油注がれた者である

と説明されました。(ルカ4：181イ ザヤ

61：1参 照)

しかし，福音とは果たして何なのでしょ

うか。近代の啓示はその完全な意味を明ら

かにしています。教義と聖約には，イエス

が世に来たりたもうて世のため十字架につ

けられ，世の罪を負い，世を聖くし，滅び

の子を除くすべての人を救うことによって

御父の栄光を輝かすことが具体的に語られ

ています。

他のふたつの啓示の中では，悔い改め と

水のバプテスマ，「王国の平和なること」を

教える火 と聖霊のバプテスマなどの重要な

教えが福音の中に含まれるとされています。

モルモン経には，選ばれた12人 の弟子か

ら教会の名前について質問された時の答え

として，「もしわが名をつけて，わが福音を

基となさば， そはわが教会な り」という救

い主の説明が載っています。(III二一フ ァイ

27=1-10)

イザ ヤ書や教義と聖約の中に見られる概

念に加 えて，主の福音にはさらに4つ の概

念を含めることができます。キ リス トが天

父のみこころを行 なうためにこの世 に来 ら

れたこと，また， 人類は裁きのために引き

上げられること，世の人々が裁きを受 ける

こと， キリス トがそのみ業によって天父の

栄光を表わす ことがその4つ です。(III二一

フヤイ27：13-14，16，19)

で すか ら，近代の啓示によって余すとこ

ろなく明らかにされているように，「福音」

という語には次のような意味があることに

な ります。

1.イ エスの使命は御父か ら授け られ，御
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父に栄光を帰すためのものである。

2.イ エスの貝費いの犠牲と十字架上の死に

よって，世の人々は罪の清めを受ける。

3.イ エスは御 自身の復活を通 して，死の

獄の扉 を開いた。

4.当 時のユダヤ人たちが御子 を十字架 に

かけて裁いたように，御父は人々を引

き上 げ，御子によって裁かせる。

5.悔 い改めよとのメッセージは，地の果

てまで宣べ伝えられる。

6.信 仰，バプテスマ，聖霊によって聖 め

られた人だけが，罪の汚れ を洗い落と

すことができる。

これ らを考えると，確かに福音のメッセ

ー ジは 「良きおとずれ」と呼ぶにふさわし

いことがわか ります。その一般的な意味は

モルモ ン経，また教義 と聖約の中のナザレ

のイエスの言葉の中に示 されています。

しか し，ほとん どのキ リス ト教徒は，良

きおとずれすなわち福音は4つ の福音書の

中に記されていると考えています。

マタイ，マルコ， ルカ， ヨハネは多くの

共通 史料を用いましたが，他の人が作った

写 しをそのまま用いることはしませんでし

た。4つ の福音書の中に類同点が数 多く見

られ るのは興味深いことです。マタイ， マ

ルコ，ルカの三書は特に類同点が 多く，共

観福音書と呼ばれています。 しか し，概要，

細部 ことごとく一致 しているというわけで

はありません。 ヨパネの史料，視点は他の

三書 とはまったく違 っています。

にもかかわらず，少なくとも18の 短い話

が四書に共通 して記録されています。特 に

極立 っているのは， イエスの生涯の最後の

週 より前にあった4つ の出来事が，・マタイ，

聖徒 の道/1982年12月 号

マルコ， ルカ， ヨハネの4人 全員によって

記録されているという点です。バプテスマ

のヨパネと彼の伝道，救 い主のバプテスマ，

イエスがナザレで拒 まれ たこと，5，000人

に 食物を与えた時のことがそうです。

4つ の福音書 に共通 して記録されている

出来事の中で，他の14は 復活の前の週 にイ

エスがエルサ レムに勝利の入城をした後に

起きた ものです。 イエスの生涯の内，受難

の週 とも言われる最後の1週 間は，新約の

中でも最 も実証的に記述 されている部分で

す。

●マタイによる福音書

マタイによる福音書のふたづの特徴は，
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⑱四福音書の中の福音㊥

旧約の予言か らの引用が 多い点と，重要な

説教のほ とん どが網羅 されている点です。

マタイが引用 した旧約聖 書の句は100以 上

あ ります。 旧約 の予言がイエス ・キ リス ト

において成就 したという視点が感ぜられま

す。 しか しひ とつだけ重要な例外がありま

した。 それは， キリス トのメッセージは，

律法学者たちの偏狭な思いとは逆に，全世

界に宣べ伝 えられることになるという点で

す。福音は異邦人にも伝えられることを示

唆する旧約の聖句を，マタイは一箇所引用

しています。(マ タイ12：19-21)

マ タ イによる福音書の もうひとつの特徴

は，イエスの説教のほとんどが載せられて

いる点です。その中には特 に大切 な6つ の

説教 も含まれています。最初の説教 は，義

を特に強調 した山上の垂訓です。(マタイ5

-7)し か し
，すべてに通ずる普遍的な教

えも含まれています。次のイエスのみ言葉

はその一例です。「あ なたがた は，地の塩

ある。……」(マ タイ5：13)「 あなたがた

は，世の光である。 ……」(マ タイ5：14)

2番 目の重要 な説教は十二使徒をつかわ

すに際して与えられたものです。この初期

の伝道 に関して，イエスは 「異邦人の道に

行 くな。……むしろ， イスラエルの家の失

われた羊のところに行け」 と指示を与えら

れました。(マ タイ10：5-6)後 に全世 界

への伝道が開始 された時，キ リス トは重要

な命令 を与えられました。マタイ28：19に

こう記 されて います。「それゆえに，あな

たがたは行 って，すべての国民を弟子 とし

●
o」

第3の 説教はたとえ話が幾つか続くもの

です。マタイ13章 に記録されています。 な

ぜこれ らのた とえ話が，一本の糸に通され

た ビーズのように並べ られているのかを不

思議 に思う人もいますが，「教会概史」(Doひ

%窺のz如勿y∬ 該s!o勿y6ゾ!h6Ch%z6h，2：264

-72)の 中 にその最 も良い説明を見いだす

ことができます。真理を全世 界に広 めてい

くことの大切さが， この一連のた とえ話の

中によく言い表わされています。

種 まきのた とえ話 は福音が宣べ伝 えられ

ていく時の様子 を描 き，毒麦のたとえ話は

背教 について物語 り，からし種のたとえ話

は終わりの 日に教会が打ち建 てられること

を言っています。さらに，パン種のたとえ

話は教会に与えられ，最終的には全世界に

広められてい く啓示 を示唆 し，真珠のたと

え話はシオンの受け継ぎについて教 え，魚

を取 る網 のたとえ話は，ヨセフの子孫が福

音を全地に宣べ伝えていくことを暗示 して

います。 これらのたとえ話の意味はひとつ

の場所や国家に限定できるものではありま

せん。

第4の 説教は罪 と罪の赦 しの問題 につい

て論 じています。(マ タイ18章 参 照)天 父は

小さい者が心を傷つけ られた り，堕落 した

りすることのないように望んでおられるこ

とを，イエスは教えて下 さいました。兄弟

の罪を何度まで赦すべきか というペテロの

質問には，罪の赦 しに対する人々の一般的

な考 え方が よく出ています。 しか し， 「七

たびを七十倍するまで」赦さなければなら

ないというイエスの答えは， そのような不

寛容 な精神を可 とするものではあ りません

で した。

マタイ23章 の第5の 説教は，律法学者や

パ リサイ人の為善 を非難するものです。
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第6の 説教 はこの世 の終わりに関する予

言的な教 えでした。(マ タイ24)予 言 者ジョ

セフ ・ス ミスがこの章を改訳 したものが高

価 なる真珠の中に収められています。 ここ

でキリス トは，御 自分の死の後に来るエル

サ レムの滅亡 にっいて語 った後， それに対

応する終わ りの 日の様々な出来事 を詳細 に

話しています。

マタイは，教会は将来全世界に広がるこ

とをはっきりと理解 していました。それは

重要な使命に関 して記 した彼の記録の中に

明らかです。「あなたがたは行って，すべて

の国民を弟子 として……見よ，わたしは世

の終 りまで， いつ もあなたがたと共 にいる

のである」(マ タイ28：19-20)

聖徒 の道/1982年12月 号

●マル コによる福音書

マルコによる福音書は四福音書中最 も短

いものです。 この福音書にはペテロの思い

出を基本的資料として用いていると推測す

る聖書学者もいます。

しかしひとつの独立した記録として，こ

の福音書の中にも劇的な事件，細部描写，

見識が見 られます。

第1章 冒頭の 「神の子 イエス ・キ リスト

の福音のは じめ」 という表現 には，福音の

原点 ともいうべき何かを宣言しようという

意志が感ぜられます。 マルコにとって福音

の 「は じめ」とはどのようなものだったの

でしょうか。マルコは具体的な事実をあげ

なが ら， イエスが死に打 ち勝つ力を持 って

おられたこと，またイエスが安 、息、日の主で

あり，十二使徒を聖任し，死 人をよみがえ

らせ， モーセの律法の細部にわたる規定に

対する正 しい認識を与え，メシヤであると

自ら公に宣言なされたことなどを読者に信

じさせようとしています。これ らの点を考

えると，福音の 「はじめ」がキリス トの神

聖 な使命 を言っていることはまず間違 いあ

りません。マルコは十字架の後の出来事を，

「イエスはよみがえって」(マ ルコ16：9)

とい う天使の言葉でクライマックスに至 ら

せています。

マルコはキ リス トの神性に関する記述 と

その使命 に関する記述をひとつ にまとめる

ために， どのように主題を展開しているで

しょうか。ガ リラヤでの伝道を扱った初め

の部分には，イザヤ61：1-2の 投 影を見

ることができます6こ の予言は道を備える

者としてのバプテスマのヨハネによって成
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磯四福音書の中の福音愈

就されました。

マルコはキ リス トの神性を扱 った記述の

中で， イエスが神の国が近づいたと宣べ伝

え，人々の罪を赦したこと，またイエスが

安息 日の主であり，病気，霊，死を治める

能力をあらわ し，御 自身の死を予告 し，新

しい契約の血が多くの人のために流された

と言われたことなど(マ ルコ14：24参 照)，

イエスが本当にメシヤであることを示す根

拠をすべて記録しています。

マルコは天 と地の主がなされたことを記

録し，主の神聖な力 と使命とを明らかにし

ています。 マルコによる福音書は腋いのひ ・

とつの証です。

●ルカによる福音書

主のみ業の幅の広さに強く心 を引かれまし

た。事実，ルカの記録の中には，イエスが

苦しみ悩 む人，抑圧 された人， 目の見えな

い人などすべての人に手を差 し伸べられた

ことが記されています。

ルカは，ひ とりのみ使いがザカリヤにバ

プテスマのヨハネの使命について話した時

のことを記録 しています。ザカ リヤは後に

メシゼに関する予言をしています。 マリヤ

も自分の子供が 「いと高き者の子」と呼ば

れるようになると，み使いか ら知 らされて

いました。 バプテスマのヨハ ネは， 自分 よ

りも 「力のあるかた」がおいでにな り，聖

霊 と火によってバプテスマを授けられると

証 しています。ルカはこの福音書の初 めの

部分から，ザカリヤ，マ リヤ， シメオン，

この福音書は 「世界で最 も美 しい書物」

と言われています。 イエスの誕生の物語，
ほうとう

放蕩息子，よきサマ リヤ人のたとえ話など

は世のキ リス ト教徒の心 をとらえて離すこ

とがありませんσ ルカは当時の女性 たちが

果たした役割に特別 な関心 を払いなが ら，

歴史的事実，愛，霊的な事柄を書き伝えて

います。この福音書ではバプテスマのヨパ

ネの母エ リサベツ， イエスの母マ リヤ，そ

して有名無名のすべての女性が重要 な存在

として描かれています。ルカはまた貧しい

人，蔑視されていた人々にも特別な関心を

寄せています。

物事 に対する霊的なとらえ方という点に
りよう が

おいて，ルカによる福音を凌駕するのは，

同様の力点を持つ使徒行伝 だけです。 ルカ

はパウロの伝道の同労者 として，教会の中

に見られる聖霊の働きに認識を深め，救い
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バプテスマのヨハネらが皆，いと高き者が

おいでになることを知 っていたことを示 し

ています。

また，神の子 イエスが悪霊たちから 「神

の聖者」 と呼ばれた時の様子や，(ル カ4：
いや

34)使 徒 を召し，病 を癒 し，罪の赦 しを与

え，群衆 に食物を与 え，身を変えられた時

のことも記されています。最後の章 には，一

イェスがエマオヘ向かう道でふた りの弟子

に教えを授けられた時の様子が書かれてい

ます。

ひとりの罪深い女や中風に苦 しんでいた

男たちの例によく表われているように，ル

カによる福音書の特 に重要な主題は，悔 い

改め と罪の赦 しにあります。 イエスは弟子

たちに互いに赦 し合 うようにと教 えました

が， 自らも十字架 の上から尊 い模範を示 し，

「父よ
，彼らをおゆるしください……」(ル

カ23：34)と 祈 られたのです。ペテロも3

度 キリス トを否定しましたが赦されました。

最後の章には，悔 い改めと罪の赦 しが全世

界に伝 えられていくべきことが書かれてい

ます。(ル カ24：47参 照 〉

●ヨハ ネによる福音書

この福音書は特異な方法で強調 されたひ

とつの証です。「イエスは，この書 に書かれ

ていないしるしを，ほか にも多く，弟子た

ちの前で行 われた。

しかし， これらのことを書いたのは，あ

なたがたがイエスは神の子キリス トである

と信 じるためであり， また，そう信 じて，

イエスの名によって命を得るためである。」

(ヨ ハネ20：30-31)証 に関するこの主題

聖徒の道/1982年12月 号

が特別な方法で強調されているのです。

第5章 には，イエスがユダヤ人.たちに証

について教えられたことが記録されていま

す。 これはイエス御 自身，またバプテスマ

のヨハネ，イエスのみ業，モーセ(彼 らは

モーセに信を置いていたものと思われる)，

そして一度 もそのみ声を聞いたことのない

天父という証の源がだれにも聞かれている

ことを念頭に置いて書かれたものです。m

二 一フ ァイ11：31-36で ，御父が聖霊の力

によって証をなさると話 しておられる点を

考 えると，イエスはこの時ユダヤ人たちに，

聖霊の声 に対 して自ら耳を閉ざしていると

言われたのに違いあ りません。

ヨハネにとって，イエスは真の過越 しの

子羊でした。彼は 「見よ……神の子羊」と

いうバプテスマのヨハネの証を書いていま

すが， この言葉はイザヤ53：7を 念頭に置

いた もので， イエスが召 しを果たしておら

れた時期の4度 にわたる過越 しをすべて言

い尽 くしています。

ふた りの強盗は足を折 られましたが， イ

エスの場合はそうされませんでした。ヨハ

ネは 「これらのことが起ったのは，『その骨

はくだかれないであろう』 との聖書の言葉

が，成就するためである。」(ヨハネ19：36)

と説 明を加 え，特別の注意を払ってこの出

来事を記 しています。 ヨハネは過越しのい

けにえの子羊 に関する規定か ら引用したの

です。(出 エ ジプ ト12：46)

●福音 ，背教 ，死

最後の書が書かれてか ら3世 紀の間，新

約聖書の諸書は，キ リス ト教世 界に次々と
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愈四福音書の中の福音⑱

伝えられていきました。紀元2世 紀 には，

キリス ト仮現論(神 には受肉することも，

死ぬこともあ り得ない。 したが って，地上

のキ リス トは神から遣わされた幻影 ・仮象

に過ぎないという説)，モ ンタノス主義(小

アジアのフィルギアでモンタノスが始めた

運動。厳格な禁欲主義や世界の終末が間も

なく来るという説を唱えた)，グノーシス主

義(ギ リシアなどの諸思想を混合 した異端

説。神 の世 界と物質的世 界を説く極端な二

元論。救いを得 るにはグノーシスすなわち

秘密の知識が必要であると説いた)，モナル

キア主義(天 父のみが神であり， イエスは

本質的には神性 を備えていなかったとする

説)の4つ の異端が正統教会 に，崩れかけ

ていた権威を守るために，1世 紀 に書かれ

た使徒 たちの文書 を用いるようにと迫 りま

した。

この時期， ヨパネの黙示録，ヤコブの手

紙，ユダの手紙，ペテロの第二の手紙， ヨ

パネの第二の手紙 と第三の手紙などは正典

とはみなされていませんで した。ヘブル人

への手紙はローマで受け入れられる200年 前

にアレキサ ン ドリアで受け入れ られていま

した。一方 「十二使徒の教え」「ペテロの黙

示録」「ヘルマスの牧者」「バルナバの手紙」

「クレメンスの第一の手紙」など初めは正

典 とされていなが ら，後に除かれたものも

あります。 しかし，異端，背教，分裂のこ

の時代 にも四福音書の霊的な力に深刻な疑

いがさしはさまれることはあ りませんで し

た。

四福音書の霊的な力は証 によるものです。

マタイは 「喜びのおとずれ」は全世 界に宣

べ伝えられなければならないと証 し，マル

コはイエスが腰い主であることを証してい

ます。 そして，ルカは罪の赦 しがあること

を証 し， ヨパネの福音書は過越 しの象徴が

成就されたことを証 しました。 さらに，二

一ファイ第三書は罪の清めを証 し，教義 と

聖約は裁 きについて証 しています。そして，

これ らすべての書が復活を証 しているので

す。 ヨパネはこう書 き残 しています。「わた

したちは人間のあかしを受けいれるが， し

かし，神のあか しはさらにまさっている。」

(1ヨ ハネ5=9)

⑱
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キ
リス ト教 の教会の発祥について，そ『

の歴史上 の事実 を探究 しようとする

今世紀のキ リス ト教徒 は，紀元1世 紀 に活

躍 したひ とりの福音書記録者 に多くを負っ

ていることにすぐに気づ く。ルカという名

のこの医者は，ルカによる福音書と使徒行

伝 を著わした。彼の記録は， まさにキ リス

ト教創設を告げる二大絵巻 と言えよう。

ところが， ルカの記録したこのふたつの

著作 に目を通していくにつれて，こういう

ことを書き残してくれていたら良かったの

だがと思うことが幾つか出て くる。 まずル

カは， イエスの時代 に教会が正式 に組織さ

れたことに関 して何 も述べていない。 また

教会の役員の名前や地位，権限についても

記録はない。さらに，エルサレムのキ リス

ト教徒のグループが どういう名で呼ばれて

いたか， それにユダヤ人のキ リス ト教徒た

ちが神殿や神殿の庭 について，またレビ人

の祭司が捧げる日々の犠牲やユダヤ教の安

、息、日についてどういう姿勢で臨んでいたか

ということも，触れられていない。 多分 こ

れ らの記録を献 じた相手であるテオピロが，

こうしたすべての事柄を熟知 していたため'

に，あらためて記す必要はないと判断 した

のか も知れない。

教会の発展

使徒行伝は，ルカによる福音書に続けて，

エルサ レムにおけるキ リス ト教徒 たちの動

向を語って くれる。復活ξれたイエスがオ

〈ソロモ ンの廊は，ギ リシャやローマ

の広場 と同 じように，公開討論の場 と

して用いられていたようである。・

リブ山から昇天 された後で，ルカの記録に

よればエルサ レムの聖徒約120人 の集う会

が持 たれた。(使徒1：15参 照)こ こでペテ

ロは，生き残った使徒たちによってイスカ

リオテのユダの死のために生 じた使徒の空

席 を埋 める候補者 を選定する必要があるこ

とを述べる。彼があげた資格はふたつあっ

た。まず第一 に， その者はイエスのヨン、ネ

によるバプテスマ以来ずっとイエスと行動

を共 にした者 であること，そして第二に，

イエスの復活を目撃 した者であ』ることであ

る。彼 らは候補者をふた り見つけた。資格

的にはふたり共互角 であった。 そこで，人

間の力ではどちらとも決めかねることを知

っていた彼らは，主に祈 り， どちらを主が

選びたもうたか告げて下さるように願った

のである。 その結果，彼 らは霊感によって

マッテヤを選び，彼が使徒 の空席を埋める

ことになった。この出来事 から，使徒たち

が教会を人間の判断ではな く，みたまによ

って導かれるべき ものであるととらえてい

たことがわかる。 これは特筆 に値すること

である。

続 いてルカは，イエスが昇天されてから

10日 後の，ユダヤの五旬節 に起 きた驚嘆す

べき出来事 について読者に紹介している。

ルカの記録 によれば， その記念すべき日に

は，パレスチナのユダヤ人のみならず， ロ

ーマ帝国の15に 及ぶ属国や領土か らも信仰

深いユダヤ入が大勢ある所に集まっていた。

この 日に，使徒たちが異言を語るという奇

跡が起こるのである。集 まった人々は，ガ

リラヤの出である使徒 たちがF(使 徒2：7

参照)い ろいろな国の言葉で福音を説くの

を 目にして驚いた。(使 徒2ゴ1-37参 照)
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ペテロが，ナザ レのイエスこそ復活 した

もうた世の腰い主であるとの証 と共に，イ

エスがメシヤであることを宣言するのは，こ

の後のことである。群衆 はイエスをメシヤ

として受け入れていなかったことを後悔 し，

ペテロに，どのようにしたらその罰から逃

れられるか尋ねる。ペテロはその答えとし

て福音の第一原則を説くが， そのことにつ

いてルカは，「三千人ほど」の者がバプテス

マの水をくぐってキリス トの教会に加わ っ

たと記録している。(使 徒2：37-42参 照)

しかし，この少し後に起こった別の驚く

べき出来事の後では，さらに多くの人々が

改宗 して教会に加入する。ペテロとヨハネ

が 「祈 り一のとき」(使 徒3：1)に 宮 に上ろ

うとしていたのだが，宮の庭 に入ろうとす

こ じき

ると，門の所にいた乞食が施 しを求めた。

ペテロはそれを断わ り，替わ りに生まれな
いや

が らにして足のなえていたその男を癒 して

やった。 この奇跡は大勢の人々の目撃する

ところとなったので，ユダヤ人たちは群れ

をなして異邦人の庭(ソ ロモンの廊〉に集

まってきた。(使徒3：11)そ こでペテロは

彼 らがどのようにしてナザ レのイエスをメ

シヤ として拒んだかを語 り， その罪深い行

ないを悔い改めるように求めるのである。

ルカは，ペテロの言葉 にはカがあったので，

「話を聞いた多くの人たちは信 じ……その

男の数が五千 人ほどになった」 と記 してい

る。(使 徒4：4)

目 目 目 口 目H=訳 眉 目 自 「

〕壼

口

o亟

口

oo

口

oo

口

〈新たに見いだした兄弟

としての絆に，ことのほ

か強い熱意を抱き，自分

の所有するものをすべて

同胞のキリス ト教徒と進

んで分かち合おうとした。

_H="順 訓_______■
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聖徒たちの 「共有」生活

このふたつの出来事 を通 じて改宗 した人

人は，新たに見いだした兄弟 としての絆 に，

ことのほか強い熱意を抱 き， またそれを守

ろうとする決意 も固かった。 そこで彼らは

互 いの幸福 を気づかうという福音 の教 えに

のっξり， 自分の所有する ものをすべて同

胞のキ リスト教徒 と進んで分かち合おうと

した。 こう記録されている。

「彼らの中に乏 しい者は
，ひ とりもいな

か った。地所や家屋を持 っている人たちは，

それを売 り，売ったものの代金をもってきて，

使徒 たちの足もとに置いた。そしてそれ

ぞれの必要 に応じて， だれにで も分け与え

られた。」(使 徒4：34-35)
'「信 者
たちはみな一緒 にいて，いっさい

の者を共有し，

資産や持 ち者を売っては，必要に応じてみ

んなの者に分け与 えた。」(使徒2：44-45)

私 た ちはこのふたつの記述から，エルサ

レムの聖徒 たちの間で行なわれていた宗教

上の財産共有制度をかいま見ることができ

る。西半球へのよみがえられた主の顕現の

後に，二一フ ァイ人たちがこれと同 じ財産

共有制度をしき，それが2世 紀もの間続い

たが， これも同じ精神の現われであること

は疑いの余地のないところである。(IV二 一

フ ァイ1-27参 照)

こ の時の教会の発展があまりにも急激だ

ったので，十二使徒 たちは毎 日，食糧の取

得 と配給に全時間を費やすようになってい

た。 これが続くと自分たちのイエスから受

けた使命である福音の伝道がでぎなくなる

ことに気づいた彼らは，聖徒たちを集め，

使徒が 「食卓のことに携わる」ために召さ

れたのではないことを教えた。 そして，替

わ りにその務めを果たすために7人 の男性

を召すことを提案 したのである。(使 徒6：

1-6参 照)こ うして，この責任を遂行する

る者 として，7人 の男性が使徒 によって召

され，按手任命された。

ルカはこの責任が何 という職 であるか，

また どのような称号がつ くのか記録してい

ない。 ところが後 になって，背教 した教派

が執事 にこの責任 を与 えたので，聖書の編

者や注解者 たちは，章の見出しや注のとこ

ろに，「7人 の執事」と書いたのである。 し

か し， ルカの記録 したものには何 も記され

ていない。，かえってこの， 人々の物質的な

必要 に応えるという務めは，監督に与えら

れた務め ととらえる方が 自然である。 多分

エルサレムの聖徒たちが7つ の支部 に分け

られ， その一つ一つを，物質的な福祉を務

め とする監督が管理 したのではないだろう

か。

エルサ レムの聖徒 たちがこの新 しい経済

制度を導入したということは，大いなるキ

リス トの愛 と信仰が彼 らの間にあったこと

を示すものである。 しか しながら， この制

度 も次第に行き詰ま りを見せてくる。五旬

節の 日に教会に加わった人々の多くは，家

や土地，店 を売り払って， その金をすべて

捧げた人々である。 もしも彼 らがエルサレ

ムに家や土地や店を持ち， そこから得る収

入をキリス ト教徒の仲間のために出してい

たならば， 自分 の資産はそのままの状態で，

教会としての収入 も安定した もの となって

いたであろう。 しかし，財産を金に換えて
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しまった彼らには，継続して収入を得る道

がなかった。こうして次第に教会が発展 し，

貧 しい人々が大勢加 入してくると，最初の

ふたつのグループが献 じた巨額の金 も， も

はや底をついて しまうのである。

使徒パウロは， それか ら10年 ないし15年

後に小アジアとヨーロッパでユダヤ人と異
ひつ

邦人に福音を説いていた時に，経済的に逼
ぱく

迫 しているエルサレムのキ リス ト教徒 を金

銭的に援助するよう.，異邦人のキ リス ト教

徒たちに呼びかけている。(1コ リント16：

1-4;IIコ リン ト9：1-8)こ の 頃ま

でにエルサレムの聖徒たちが金を使い果た

してしまったことは明 らかである。

なり，会堂 を学校1ごして子供や若者を集め，

過 日に十戒やモーセの律法，タルマッド(ユ

ダヤ人の律法)を 教えた。 これらはユダヤ

人の礼拝 と人類への奉仕の基本をなすもの

である。

イエスもこの例外ではなかったと思われ

る。 それは， イエスの教えの中に，律法や

予言者 に関する豊かな知識がにじみ出てい

原始教会の安息日

エルサレムの聖徒たちは，キ リス ト教の

安息日の普及に多大な影響 を及ぽした。 も

ちろん聖典 には，古代のキ リス ト教徒たち

がこの聖なる日をどのように守ったかあま

り記されていない。 しか しながら，古代の

キリス ト教の指導者たちが，ユダヤ人の，

しかも信仰深い正統派のユダヤ人家庭 で育

てたことは明らかである。 そうでなければ，

メシヤの降誕 など望まないはずだか らであ

る。したがって，成人であれば，彼 らは会

堂での安息 日の礼拝には積極的に参加 した

に違いない。また金曜 日の日没から会堂で

行なわれる，安息 日への準備のための礼拝

にも参加 したことだろう。彼らはそこで詩

篇を朗詠 し，祈りを捧げ，予言者の書やモー

セの律法の中の聖句を朗読 した と思われる。

この会堂での集会は，宗教上の礼拝 だけ

ではなかった。律法学者(ラ ビ)が 教師と

この出釆事から，

使徒たちが教会を

人間の判断ではなく，

みたまによって

導かれるべきものであると

とらえていたことがわかる。

これは特筆に値することである。

るからである。福音書 には，イエスが安 息

日に，聖典の解説者として，またユダヤ人

の信条や慣習の誤 りを指摘する者 として会

堂に姿 を見せておられたことが描かれてい

る。(ル カ4：16-21参 照)

当 然のことながら， こうしたイエ スの会

堂への訪問には使徒たちも同行 していたで

あろう。 したがって，彼 らにとって会堂を

訪れることには何 の抵抗 もなか ったはずで

ある。事実ルカは，パ レスチナの国境を出

た宣教師たちが安息 日に会堂 を訪 れ，求 め

に応 じてイエスの死 と復活をユダヤ人に説

いたことを記録 している。(例 として使徒

13：5，14;14：1;17：1-2)

しか しながら，キ リス ト教徒の信仰がユ
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ダヤ教を越えた段階で， その礼拝 の様式 も

会堂で行 なわれていたユダヤ教のそれ とは

もはや相 いれないものとなってきた。例 え

ば，父なる神への礼拝と双方 に共通する聖

句の解釈 に加 えて，キ リス ト教徒 は新たに

5つ の礼拝様式を取 り入れた。すなわち，

(1)復 活 し昇天されたキリス トヘの礼拝，

(2)主 の晩餐である聖餐の記念，(3)男 性

に加えて婦女子 も礼拝に加わる，(4)「 詩 と

さんびと霊 の歌」(エ ペソ5：19)を 皆 で歌

う，(5)イ エ スについて見聞きしたことへ

の聖徒 たちの証， この5つ である。(T・E・

ライオン，z4ρ0伽Sッ ∫oR6S10㎎ 伽%「 回復

への背教」p.34参 照)

新約聖書には記 されていないが，キ リス

ト教の教会は，ある時点で礼拝の 日をユダ

ヤ教徒 の安息 日である土曜 日から，週 の初

めである日曜 日に変更した。 多分 これは徐

徐 に変わ っていったものであり，使徒が指

示 を出して一勢に変えたものではないと思

われる。 この変更は，購罪と復活 について

理解を深めていった聖徒たちが，土曜 日よ

りも主が死人の中か らよみがえられた 日曜

日の方を重要 と考 えるようになったと考え

れば， ごく自然の成 りゆきと言えよう。 ま

た，特 に異端者として会堂 を追われてか ら

は， 自分たちの信仰がユダヤ教とは異なっ

たものであることを明確 に示 したかったと

も思われる。 もうひ とつ非常に現実的な要

素がある。つ まり，安息 日を日曜 日にするよ

うに主がお命 じになったということである。

さて，私たちは，当時の人々がすべて週

に一度の安、曽、を喜んで受け入れたのではな

いことを知 っておく必要がある。 ローマ政

府はユダヤ人に対 して，安息 日に仕事 を休

むことを譲歩 していたのだが，この特権 を

受 けることのできるのは，都市に住む者た

ちに限られていた。(キ リス ト教徒がこの権

利をコンスタンチヌス大帝から受けたのは，

紀元321年 になってか らのことである)

このことから， なぜ古代のキ リス ト教徒

たちがユダヤ教の一般礼拝 に固執 していた

かがわかる。ユダヤ教 の安息 日の恩恵に浴

したかったのである。 これにはそういった

便宜的な問題だけでなく，良心に関する議

論 もからんできていた。すなわち，彼 らに

は自分 たちは イエスを主 として受け入れる

ことを拒 んだ者 たちよ りも優 れたユダヤ

人だという自負心があ り，ローマ政府から

ユダヤ人に与 えられた特権を享受する資格

のあるのは 自分たちなのだと考えていたの

である。

キリスト教徒の神
殿(宮)へ の参入

安 息 日の礼拝が，キ リス ト教徒がユダヤ

の教えをその背景 に持 っていたために行 な

われるようになったことは明白であるが，

神殿に対する彼らの姿勢についても同じこ

とが言える。使徒行伝 を見ると，キ リスト

教徒は指導者，会員を問わず，キリス トが

お亡 くなりになる前に同 じように五旬節の

後 もエルサ レムの神殿 に参入していること

がわかる。 そしてこの神殿参入がそれから

四半世紀 も続いたことが，聖書か ら明らか

である。そのひとつ として，パウロが捕 ら

えられたのは神殿の敷地内で行 なわれたユ

ダヤ人の儀式に参列 していてのことだった。

(使徒20：26-33参 照)
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『ユダヤ人のギリス ト教徒たちが神殿に続

けて参入したひとつ1の理由は，聖徒 たちが

自分たちを予言され聖典 の中で語 られた真

のイスラエルとしてとらえていたからであ

キリスト教の教会は，

ある時点で礼拝の日を

ユダヤ教徒の安息日である

士曜日から，

週の初めである

Eヨ躍目に変更した。

る。彼 らは， メシヤはすでに来 られ， しか

もその メシヤを受 け入れたのは 自分たちだ

けであったと信 じていた。つまり， イエス

を拒み，十字架につけたユダヤ人は予言さ

れたイスラエルとしての資格 を失い，彼ら

の神の選民 となる権利は奪われてしまった

と考えたわけである。またアブラハムの契

約 の約束を受 け継ぐ者 として， 自分 たちに

は神殿の建物や敷地 を使用する正当な権利

があるとも考えていた。 もちろん神殿を管

理するユダヤ人たちが，自分たちが拒絶 し

た相手であるキ リス トに従 う者たちに神殿

を明け渡すことはあり得ないことなので，

キリスト教徒たちは神殿の外庭で満足しな

ければならなかった。その間神殿内では，

神殿を管理する者たちが古 くから行なわれ

てきた儀式を続け，捧げ物 を捧げていた。

それは，キ リス ト教徒が もはや効力のない

ものと信 じていたものである。

キリス ト教徒が神殿を継続して使 ってい

た第二の理由は，その敷地が大勢の民衆 を

集めるのに格好の場所であったということ

である。そこは面積が14ヘ クタールもあ り，

いろいろな宗教や国々の人々が宗教上の儀

式や観光，それに商売にまで も利用するこ

とができたのである。

ここで記憶 しなければならないことは，

神殿が レビ神権 しか持たない背教 したユダ

ヤ人によって用いられていたということで

ある。神殿 そのものは確かに美しく豪 しゃ

なものであったが，建物の規模 は小さかっ

た。人が儀式のために集まるというよりも，

イスラエルの神の臨在の象徴 として建て ら

れたものだか らである。神殿内に入ること

を許されたのは レビ人の祭司だけであ り，

女子ならびに他の支族 の男子 は足を踏み入

れることができなか った。石造 りの神殿 に

隣接 して建 てられていたのは，祭司のため

の部屋，議会(サ ンヒ ドリン)を 行なうた

めの大ホール，それ にローマ帝国によって

権限を与 えられた役人が全世 界のユダヤ人

に対 して統治を行 なう事務所であるが，こ

れらはすべて神殿とともに壁で囲まれてい

た。暴動 などが起きた時にその聖なる場所

が汚されないようにとの配慮からである。

この壁の外がいわゆる前庭である。 この壁

に最 も近 い所にあるのがイスラエル人の男

子の庭で， そこか らイスラエル人の男たち

が，神殿の東の屋外にある高い祭壇 で 日々

幡祭を捧げるのを拝 することができた。こ

の庭の東に位置するのが婦 人の庭で，女性

は男性 よりも聖所に近 い場所に来ることが

できなかった。 この婦 人の庭の外側が最 も

面積の大きい広場で，異邦人の庭 と呼ばれ

る。(異 邦人の庭は'ノル トレーク ・シティー
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のテンプルスクエア と同じで，塀 をめぐら

してあるにもかかわ らず一般の人でも自由

に出入 りすることができた)

ヘ ロデは異邦人の庭の外縁 を飾るために

ギ リシヤか ら大理石の柱 を取 り寄せ，庭 の

三方にそれぞれ3列 に配置 した。そして残

りの王室の廊と呼ばれる部分 には，162本

の コ リン ト柱が4列 に並べられ，エジプ ト

のカルナクにある異教の大神殿をほうふつ

させるものがあった。一説によると， この

神殿 もギリシヤやローマの多くの神殿と同

じように， 日射や雨， また時折降る雪から

守 るためにレバ ノン杉の屋根が設けられて

いたのではないかということである。東側

の柱廊はソロモンの廊 と呼 ばれる。(使 徒

3：11;5：12;ヨ パ ネ10：23)

ル カによる記述を見ると，当時のキリス

ト教徒は共有財産制 をしいていたので毎 日

働 くという義務がなく，その代わ りに神殿

の建物か らやや離れた所にあるこの廊 に集

まっては会を開いていた。 ペテロや他の使

徒 たち，それ に食糧配付の任 にあった者た

ちが指示を与 えていたのがこの場所である。

このソロモ ンの廊 は，ギリシヤやローマの

広場 と同じように，公開討論の場 として用

いられていたようである。 したがって，神

殿の敷地 内の廊 をユダヤの国家，特 にユダ

ヤ人の指導者を非難する教義 を説く 「邪教」

の者が占有することに対して，神殿の役人

が憤 りを覚 えたことは容易に理解できる。

キリスト教，サマリ
ヤ人の間に広まる

最初の大量の改宗がユダヤ人の社会で起

こったことは確かであるが，教会の普遍の

真理は間 もなく別のグループをも魅するこ

ととなった。民として最初 に福昔を受け入

れたのはサマリヤ人であろう。 サマ リヤ人

は，何十人 ものイスラエル人の男子がアッ

シリアに捕らえられた紀元前8世 紀をその

起こりとする民である。 イスラエルの男子

が連れ去 られた後に入った異教の民がイス

ラエルの女性 たちと婚姻関係 を結び，次第

に妻たちの宗教 を信奉するようになるのだ

が，中にはまだバールの神 に帰依する者 も

いた。(列 王下17：24-33)当 時のユダヤ人

は彼 らを，背教したイスラエル人と考えて

いた。 このサマ リヤ人は，旧約聖書とユダ

ヤ人の言い伝 えの多くを受け入れていたの

で，異邦人ではなく退廃 した宗教 を信奉す

る民 とみなされていたようである。

マタイは，十字架 におかか りになる前の

イエスの言葉として，異邦人やサマリヤ人

に福音を説かないように使徒たちに教えた

もうたことを記録 している。(マ タイ10：5)

また イエスがサマリヤ人にバプテスマを施

した もうた記録はない。 しか しながらサマ

リヤ人の多くはイエスをメシヤとして受 け

入れ，十二使徒会か らの召 しであろうか，

ピリポがサマ リヤに行き，おびただしい数

の改宗者を得 ている。

ピ リポの成功 を知 ったペテロとヨハネは，

サマ リヤに出向いて改宗者 を教会員として

確認するのを手伝った。(使 徒8：5-8，

14-25)教 会 の権威の中枢であるピリポや

ペテロやヨハネがためらいもなくサマリヤ

人を教会員 として受け入れたということは，

サマリヤ人を異邦 人として見ていなかった

ことの表われである。
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ユダヤ人以外の
最初の改宗者

福音はユダヤ人の枠を越え， また背教し

たユダヤ人やサマ リヤ人をも越 えて，やが

て異邦 人に至る。これがあのコルネ リオの

胸躍る話である。またこれは主が大管長に

お与えになった啓示であ り，異邦人に福音

をもたらすことを承認するものである。

コルネリオはローマの軍の隊長で，ユダ
あつ

ヤ人の神に対する信仰は篤 く，かつユダヤ

人に対して寛大な人物であった。使徒10：

1-2の 記述から，彼がユダヤ教 に対 して

関心 を抱いていたことがわかる。導きを求

めて祈っていた とあるのは， 多分，ユダヤ

教に改宗するか どうか考 えあぐねてのこと

であろう。この時ひとりの天使が現われ，

50キ ロ以上 も南の海の近 くの町 ヨッパに人

をやって，ペテロという名の人物を招 くよ

うに告げる。

比喩的な示現 を受けて， ヨッパからの使

いの招きに応じることを教 えられたペテロ

は，ヨッパからのユダヤ人キ リス ト教徒に

伴われて北 に向かい，カイザ リヤに着いた。

コルネリオはペテロに天使のお告げがあっ

たことを話 し，約束されたメッセー ジを家

の者に伝えて くれるように嘆願する。Pこう

して聖霊の働 きを目のあた りにしたペテロ

は， もはやキ リス トがユダヤ人以外の者た

ちにも福音の門戸を開け放たれたことを否

定することができず，彼 らにバプテスマを

目 。 目 自 〕 目 目 目 目 口 『

壺

典

o亟

口亘

o

o壺

亟

尊亘

典

〈サマ リヤ人の多くはイエ

スをメシヤ として受け入れ，

ピリポがサマ リヤに行き，

おびただしい数の改宗者 を

得ている。

__________■
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施 した。(使 徒10：44-48参 照)

エ ルサ レムに戻ったペテロが， 自分の見

た示現 について，また聖霊が異邦人の上に

豊かに注がれたことについて話す と，ユダ

ヤ人キリス ト教徒は驚いてこう言った。「そ

れでは神は，異邦人にも命 にいたる悔改め

をお与 えになったのだ。」(使 徒11：18)コ

ル ネリオの家の者たちは，キリス トの教会

に受 け入れられた異邦人 としては最初 の人

たちで，パウロが 「異邦人への使徒」とし

て召され，福音の門戸が世界的に開かれる

口火を切ったことになる。

組織の拡大

20世 紀 の教会員は，聖書の時代 の教会 と

現在の末 日聖徒イエ ス ・キ リス ト教会の組

織が一から十まで同じであると考 えてはな

らない。む しろ，初期の末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教会(1830-1850)と 古代のイエ

ス ・キ リス ト教会を，組織や神権 の解釈の

点で比較するとよい。例 えば，神権役員は

今のような定員会がないままに活動 してい

た し，今 では十二使徒評議員会 として行な

う仕事を，各個人が割 り当てを受けて行な

っていた。

そのように考 えれば，予言者 として2度

登場するアガボなる人物について もある程

度理解することができる。彼はおそらく，

七十人か何かの役職 にある教会員だったの

だろう。 しか し，ルカが何 も記していない

ので，彼の素性 や使徒 との結びつ きは明 ら

かではない。同様 に，ルカは当時 カイザリ

ヤに住んでいたピリポに予告をする4人 の

娘がいたことを記録 している。(使 徒21：9

ルカの記述は，

発展する教会が，

キリスト教徒と呼ぱれる人々の

数を拡大しつつ，

ユダヤ人の一宗教から 』

次第に世界の教会へと

変わっていく様子を

私たちに伝えてくれる。

参照)し かしルカの記録は彼女たちの予言

はひとつ も載せていないし， どのようなこ

とから予言をする者 と言われているのかも

明 らかでない。ただアガボの，パウロがロ

ーマで捕 らえられるという予言はまったく

その通 りに成就している。(使 徒21：11)彼

ら(彼 女たち)が どういう役職を持ち，ど

のような機能 を果たしていたか，私たちに

はわからない。 もしかしたら，ただ単 にあ

る人はそうしたみたまの賜を受けていたと

いうことを表わすだけのものなのか もしれ

ない。

ルカの記述は，発展する教会が，キ リス

ト教徒 と呼ばれる人々の数 を拡大しつつ，

ユダヤ人の一宗教から次第に世界の教会へ

と変わってい く様子 を私たちに伝えてくれ

る。今 日と同 じように，古代の教会は人間

が運営 していたにもかかわらず，至高者か

らの霊感とイエスに対する熱烈な証 によっ

て支えられていた。そして当時の聖徒たち

も，私たちと同じように，その置かれた環

境の中で福音の原則を実践に移すことを求

められていたのであった。
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私
は眠っている男の子の青ざめた顔 を

見下ろしました。彼の濃いカールし
し つ こ く

たまつげが目元に影を落 とし，漆黒の髪が

幾筋か病院の白いまくらの上 に広がってい

ます。張 りつめていた感情の高ぶりが静ま

り，私はひどく疲れを覚えました。3週 間

に渡る夜通 しの看病は苦 しみの連続でした

が，今豊かに実を結びました。 緊張は和 ら

ぎ，胸の中の恐れ という固いしこりが徐々

に解けて行 くのを感じました。少な くとも

その時は感謝の気持 ちさえ起きませんで し

た。5歳 になる息子が生死の瀬戸際に立っ
ぽうぜん

ている中で，私 は荘然自失の状態 にあった
あい ぷ

のです。私は絶 えず彼 に気を配 り，愛撫 し，

優 しく話しかけ，私の愛情でなん とかして

彼の生命を守 りたいと，必死になってきた

のです。
-私 は彼のほおに触れ ました

。 もう帰 る時

間になっていたのです。 ドアをそっと閉め

て病室を出ると， もう10時 を回っていまし

た6そ して化粧室に入 り白衣を脱ぎ，消毒

液でかさかさに荒れた手を洗いました。病

院を出る前 に窓から子供 の様子 を伺 いまし

た。 なんと清らかな寝顔 でしょう。息子 は

最初虫垂炎 と診断されて入院したのですが，

検査の結果重症の胃炎に肺炎を併発してい

ることがわか り，命取 りになるか もしれな

いと医者に言われていたのです。

しか し愛する天のお父様の憐れみによっ

て奇跡が起こったのです。夫は神権 の祝福

を息子に授けました。教会員，非教会員を

問わず多くの人々が息子 のためにお祈 りし

てくれました。医師は手を尽くして治療 に

当たってくれました。おかげで息子 は峠を

越えることができたのです。

外は寒く，闇に閉ざされていました。気

まぐれな風が粉雪 を吹き上げ，辺 り一面は

一見なだらかに雪が積 もっているので
， ど

こが吹きだまりでどこが通 り道か区別がつ
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かなくなっていました。秋は私の知 らない

内に冬になっていま した。私の町まで行 く

バ スは徐々にスピー ドを落としながら近づ

き，停留所に止まりました。あの子 はク リ

スマスまでには帰 ってくるわ。私は心の中

でそう思いながらバスに乗 りました。私た

ちの、壱、子がクリスマスには帰ってくるのよ。

丁度あの時のように。 もうあれか ら5年 に

なるのか しら……。

その年の春はまったく驚 くべき事が続々

と起こりました。その頃は子供が とて も欲

しかったので， いつかは必ず子宝に恵まれ

るものだと頭から信じていました。私は夫

に最初は絶対男の子だと自信あ.りげに言っ

ていました。 しか し何人 もの医師が下した

診断や，結婚 して10年 もたっているのに子

供がないことなどを考 え合わせてみると，

今さら子供 に恵まれるなどということはあ

り得 ないのです。

養子をもらうことも幾度か考 えてみまし

た。で も養子の手続きは複雑な過程を踏 ま

なければなりません。養子の申請をした夫

婦 は何年 も待 たされた上 に，徒労に終わる

ことも しばしばあったと聞らていました。

それ にモルモ ンに養子を世話することに反

対していた福祉機関の役 人もフィンラン ド

には何人牟いたそうです。(し かしその後，

モルモ ンの生活態度 に理解を示すようにな

りました)

私 たちの思 いとはことごとく裏腹の結果

が出てはいるのですが，子供が持 てるとい

うほのかな希望が，時 と共に徐々に確信 と

して私の心の中に芽生えてきました。私は

明けて も暮れても赤 ちゃんのことを考えて

いたので，夫 もだんだんその気 になってき

ました。私たちはよく 「私たちの」坊やに

ついて話 しました。坊やの存在は 日毎 に現

実味を帯びてきて，ある夜夢 にまで現われ

たのです。夢 の中で私は赤ちゃんを腕にし
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っか り抱き，何物か に追われ逃げていまし

た。何度も何度 も振 り返 りなが ら中庭を駆

け抜け，へいによじ登ろうとすると，民族

衣装 を着けたジプシーが私の後から追い掛

けて来るのが見えました。 へいを越 えると

今度は川にぶつか りました。 その川を渡 ら

ないとジプ シーに捕まってしまいます。飛

び込むと水は腰の辺 りまできました。流れ

に逆 らって前 に進むにつれ，水かさは増 し，

とうとう私の背の高さにまで達しました。

私は赤ちゃんが水 に沈まないよう頭の上 に

掲げなが ら浮きつ沈みつ して進みました。

心の中では繰 り返 し 「私の赤ちゃん，私の

赤ちゃんを守 らなくちゃ」 と念じ続けてい

ました。疲れ切 ってふらふらになりなが ら

も，ついに私は赤ちゃんを守 り切 り，向こ

う岸までたどり着 くことができたのです。

その年の夏，私 と夫はスイスヘ旅行 しま

した。何年か前 に私たちはバプテスマを受

けていて，結婚の結 び固めをするためにス

イス神殿へ入 りました。神殿の中でひとり

の司式者に，子供が欲 しいという私 たちの

たっての願 いを訴え出ました。すると彼は，

断食し祈って主の導 きを求めるよう勧告 し

てくれ ました。私たちはいつもお祈 りを欠

かしたこζはありませんで したが，思いの

焦点だったこのこと自身については，ろく

にお祈 りをして こなかったのです。

その年の夏か ら秋 にかけて，私 はこれま

でに何度も受けてきた勧告についてずっと

考えてきました。断食やお祈 りぐらいいつ

もしていることなのに， どうしてためらい

を感じているのか自分で もわか りませんで

した。多分私は，主が答えて下さらなか っ

たり，主の答えが私の望んでいたものと違

っていた'りするのが恐かったのでしょう。

しかしついに私は覚悟を決 めたのです。

12月11日 の月曜の午後から，私は断食を

始めました。次の日、，私はいつものように
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仕 事に行きました。けれ どもその 日は，私

にとって普通の 日とは違 っていたのです。

それは本当に驚きでした。想像 もしなかっ

た喜びが私の心に広が りました。歩いてい

てもふわふわ浮かんでいるような心地なの

です。 あの 日のように生気にあふれた気持

ちを味わ ったことはそれまでにあ りません

でした。だれ彼かまわず に愛 を感 じて，会

う人すべてを抱き締めて回 りたい気分 でし
まった

た。その日は 「……ただ汝が断食を完か ら
よろこ も っ み た

しめんため，言い換うれば汝悦びを以て充

たされんため……」(教義 と聖約59：13)と

い う聖句を実感したような気がします。

私には依然 として主が私 に何をお望みな

のかわか りませんでしたが，喜びで一杯の

私の心は，「主のみむねが どうあれ，私 には

準備ができています」 という気持ちを主に

語っていました。1

そ の素晴 らしい日も終わりに近づき，家

に着いた私は断食を解 く時間を迎えていま

した。夫と共に夕食の席に着こうとした時，

電話のベルが鳴 りました。急いで出てみる

と， それは近くの町 に住 む末 日聖徒の姉妹

からで した。彼女の名前 には聞き覚 えがあ

り，何か社会事業に関する仕事をしていた

ことを思い出しました。彼女 は，きょう電

話したのは特別な理由があったからで，今

から言うことをどこかに腰を落ち着けて聞
い す

くように言いました。電話のそばには椅子

がなかったので，かまわないから先を続け

るよう彼女に促 しました。 でも彼女の言 う

通 り，私は椅子を取 りに行 けばよかったよ

うに思 います。彼女の言葉 を聞くと，私の

全身の力は抜けていき，胸 は速鐘のように

高鳴 り出 したのです。彼女の言葉はこうで

した。「あなたの所で男の子 をひとり引き受

けて下さらないで しょうか。私 たちは適当

なおうちを探 していて，あなたのお宅が浮

び上が ってきたという訳なんです。 その子



は実をいうと生粋の ジプシーの6カ 月の赤

ちゃんなのです。」

自分自身でも驚 いたのですが，私は落ち

着 き払ってこう言いました。「これはとても

大切な事ですから，主人と相談して後ほど

ご返事 を差 し上げますわ。」

夫との話 し合いは1『時間ほど続 き， それ

から私嬬彼女に電話をかけ，ふたつ返事で

彼女の申し出を受けました。

次のー日私 たち夫婦は赤ちゃんの入ってい

る施設を訪れヰした・面会室 に通 され，園

長さんが私 たちの坊やを連れて戻 っ亡くる

のを待 っていました。辺 りは期待で水を打

ったように静ま り返 り，時間さえ止まった

ように感 じました。一その時遠くの方から，か

わいいそりの鈴 卯音りような，優 しいチリ

ンチ リン鳴る音が近づいてきました。 ドア

が開いて，音がいっそう大 きく響 いたので，

それが赤ちゃんが握っているがらがらの音

だとわかりました。(その時以来，私にとっ

てそ りの鈴の音はまるで天国からの調べの

ように感 じるようになりました)

私 の人生 に入り込んできたこの物珍 しい

男の子 を見て，私は 目を疑 いました。恐ろ

しく長 い上向きのまつ毛に色濃く縁取 られ
ひとみ

た瞳は，小さな子供の顔にはまったく似っ
いち ず

かわしくありませんでした。深く一途で，

千古の知 恵をたたえているかのような瞳は

私を射すくめています。

園長さんは私の腕に赤ちゃんをゆだねま

した。それは私 と彼との最初のぎこちない

接触でした。赤 ちゃんを見つめながら，頭

の中を様々な思 いが駆け巡 りました。「この

子は私たちの、憩、子なのね。私たちの赤ちゃ

ん，私の坊や。」私はこの耳新 しい感動的な
すう

言葉 を心の中で反劉していました。
おうせい

彼を夫に手渡す と，好奇心旺盛な赤ちゃ

んは夫を見上げ，あごに触ろうとあどけな

い腕 を伸 ばしました。奇跡が起こったので
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す。赤 ちゃんの瞳 と唇 にほほえみが浮かび，

夫 もつられて同じ徴笑 を浮かべました。そ

の光景 は私の胸に焼き付けられ，永遠に私

の心の宝 となりました。

その瞬間何かが終わりを迎え，何 かが新

しく始 まりました。親子のまだもろい絆が ・

結ばれたのです。いえ，1之の時が最初だっ

たのではなく，この静かな面会室で，親子

と して実際 に巡り会うずっと以前からこの

・絆は存在 していたのです
。

その日から3日 間，』私と夫は赤ちゃんの

ために家の中を整えました。私 たちは精神

的にも情緒的にもすでに準備はできていま

した。 その次の 日曜 日の12月17・日，私たち

の赤ちゃんがク リスマスを一緒 に迦 えるた

めにやって来たのです…一。

バスがガタンと揺れた拍子に，私ははっ

と我 に返 りました。空想に浸っていて 自分

が どこにいるのか も忘れてしまっていたの

です。 もう私の降 りる停留所は過ぎて しま

ったのかしら。窓から暗闇に包まれた町並

みを見ると，見慣れた建物の明か りが見え

ます。次が私の降 りる停留所でした。

雪 の降 りしきる中家路をた どっていると，

私の心は感謝の温かい気持 ちで満 たされま

した己その時，天のお父様は導 きを与えて

下さ り，私の望みをかなえて下さったこと

を再確認しました。 人生の葛藤の中にある

時 も，天のお父様は私の力の源 となって下

さいます。そして天父はその温かい手を差

し伸べて，私たち家族を天の家 にいらっし

ゃるご自分の下へ と優 しく導いて下 さるの

です。

(シースコーネン夫妻はヘルシンキ ・フィ

ンランドステーキ部ターンペレワード部の

会員です。夫婦は2年 間この赤ちゃんを里

親として養育した後，実父田の承認を得て

養子として迎え入れました)
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「あなたが立 ち直 った ときには
」

ジャネット』ブ リガム

彼
女は改宗 して3年 ， 自分の改宗談 に

『

ず

よって人々を励 ましている時ほど幸

せな時はないという，伝道を終えて間 もな

い帰還宣教師です。伝道部長の奥さ為 の要

望で書いたという，きれい，にタイプされた
い けい

彼女の改宗談を読んだ時，私は畏敬の気持

ちを覚 えました。.ま た，少しうらやましく

も思いました。彼女の証は，モルモン経を

勉強 し，福音を教え，真理 に対する霊的な

確認を求めていくにつれてどんどん強 くな

っていました。 と言って彼女は天使 に会っ

たわけではなく，ただ小 さな奇跡を経験 し

てきたのです。主により人生 を揺 り動かさ

れた彼女は，今度は自分の改宗談を通 して

私の生活を動か したのです。私は教会の中

で育ったこともあって，改宗 した人が持 っ

ている燃えるような熱意には感心 して しま

います。9
』私

1ま彼女に，このような経験は互いに交

換すべきであると話しました。「だか らお返

しに何か同じように価値 のあるものをあげ

なくてはいけないのだけど，何をあげたら

いいのか しら。」 彼女は，私の 自作の詩 を

読 ませてあげるという申し出を如才なく断

わると(「私，詩 は好 き、じゃないの」と彼

女は言った)， 「あなたの改宗談を書いて く

れないかしら?」 と言いました。

「でも，私，改宗者 じゃない もの。」

、「そんなの言い訳に，はならないわ。 それ

とも改宗してないって言うの?」

その夜，私はあやふやな気持 ち・になり'ま

した。彼女の改宗談 を読み返 してみて，集

会に出席 し， 日曜学校のレッスンを教えて

きた自分のこれまでの生活から改宗談をま
ヌギ

とめることは， とてもできそうにないよう

に思えたのです。私の改宗はいづ，1どのよ

うにしてというはっき りしたものではあり

ませんでしたが，改宗を知 る資料は確か に

手近にあ りました。私はずっと日記をつけ

ていたのです。 ともかく私 にも改宗談 はあ

るんだわ。 日記をざっと見返 してみると，

自分がいつで も教会というものを意識して
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いたことがわか りました。私の先祖は教会

が回復 された初期の時代， イングラ ンドと

ニューイングラン ドでバプテスマを受 け，

後 に平原を横断してユタに移住してきたの

です。私は 自分がモルモ ン教徒 であること

を一度 だって忘 れたことはありません。

私はまず，「自分がモルモン教徒であるこ

とをいつ も心に留めている」 ことから書 く

ことにしました。教会で育 ったこと， コー

ンフ ィー ド(と うもろこしを食べるパーテ

ィー)や 初等協会 に行 ったこと， ソロで歌

い，学校の友達に教会 について話 したこと

を書きました。私の祖母は私が8歳 の時に

亡 くなりましたが，幼いなが らも死という

ものを理解 していたので， だれか ら説明を

受ける必要 もあ りませんでした。アイダホ

州 レックスバーグの第4ワ ー ド部の礼拝堂

で行なわれた祖母の告別式には，親類全員

と町の半分の人々が集 まって くれ ました。
つづ1こう して思い出を綴
っていると，ひとつ

のテーマが浮かび上が ってきました。子供

の頃，私は福音を実践によって学んでいた

のです。家族や教師か ら，私は主 に頼 るこ

とを教わ りました。私は子供の時から祈 り

をささげ てきました。 ところが， これが皮

肉というか，青春期 を通 じて，私は 自分の

祈 りが正 しく効 力のある ものであるかどう

かを疑 っていました。他の人々が劇的な祈

りゐ答えや長い時間，主に祈ることを話す

のを耳 にしてそう思ったのです。それとは

対照的に，私の祈 りは率 直で短 く，時には

まっ，たくのお願いだけという要 を得た祈 り

だったからです。でも私は 日記を振 り返 り，

記憶をたどってみた時 に， 自分がいつも祈

ってきたこと， またその祈 りはいつ も心か

らのものであったことがわか りました。祖

母が亡 くなった時や，馬に乗っていて御 し

聖 徒の道/1982年12月 号

切れなくなった時， だれ も私 と踊ってくれ

る人がいないのではないかと不安だった時，

恐 くて人前で ピアノ独奏をすることができ

なかった時，私は祈 りました。.どの祈 りも

す ぐには答えられませんでしたが，時がた

つにつれてすべて答えられました。

私は主に頼ることが，小 さい子供の頃か

ら自分の生活の一部 となっていることに気

づきました。 そして，それまで疑問に思っ

ていたことがわかったのです。私の人生に

主のみ手があったことが初 めてわかったの

です。

高校時代，教会の活動に熱心 に参加 した

ことを書いているうちに，私は友人たちの

多くが，私の生活が彼 らと違うのはなぜな

のか知 りたい と言っていたことを思い出し

ました。 なぜ私が教会でそんなに多くの時

間を過 ごすのか，なぜモルモ ンの子供たち

はそんなに親 しいのか，早朝6時 半からの

宗教講座 では何 をしているのか，など。私

は何 人かの友人に福音 について話 しました。

ひ とりの女友達 と彼女の家族は，学校の演

奏旅行から帰ってきたある 日，台所のテー

ブルを囲んでいた時に，私が恐る恐る 「モ

ルモン教会 について何か御存 じですか」 と

尋ねたことがきっかけで，数週間後にバプ

テスマを受けました。 もうひとりの友達は

モルモン経 に対する証は得 ましたが，15歳

でバプテスマを受けるまでの信仰がありま

せんで した。 その他の友達 も，若い女性の

集会 や教会のダンスパーティーに一緒に行

ってくれました。また，高校のジャーナリ

ズム大会で知 り合ったひ とりの青年は，3

年 間文通した後，教会 に入りました。私が

彼を改宗したのではありません。私が真理

を紹介 し，彼がその真理を認めたのです。

日記に書かれていたこれらの出来事を振
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り返 り，改宗談 としてまとめてみるまで，

私は自分が役に一立つ 「会員寧教師」になれ

るのかいぶか しく思っていました。 そして，

「すべての会員は宣教師である」 という言

葉が何年 も，罪を告げるように耳 に残 って

いました。 でもその時，私は私 なりに，私

の友人たちにとって宣教師であった という

ことがわかったのです。それがわかったこ

とで，今私は自信 を持 って引き続 き喜 んで，

率直に福音を伝えています。

次に私は，主の僕を通 して主の助けを求

めた時のことを書 きました。特 に自分 を 「す

べての人の僕」(教義 と聖約50：26)と 考 え

ている立派な人々を知 るという祝福 につい

て，私が心から尊敬 しているひとりの監督

のことを書 きました。私は彼らも，彼 らの

指導力も忘れていたのでした。主のみ言葉

が 自分の ものとなるまで聖典 を勉強するよ

うにと最初 に動機づけてくれたのが，彼ら

であることを忘れていたのです。

ブリガム ・ヤング大学に在学 中のある朝，

私は自分の人生に目的があることを知 らな

ければならないという気持ちにか られ まし

た。ちょうどその朝は礼拝集会で十二使徒

のひとりが話 をしてくれることになってい

たので，私はその話から導 きときっかけを

得られるようにと祈 りました。私の祈 りは

わずか数時間後にはっきりと答えられまし

た。 この出来事 もまたしばらく忘れていた

ことでした。

これ らの出来事か ら，主が私の生活にか

かわっていて下さったことがよくわか りま

す。 しかし不思議 なことに，信仰を固く守

って生活するという自分の能力 につ いては

低く評価していたのです。全部で8ペ ージ

にわたる改宗談 を書 くことを通 じて，私 は

自分の良さを一層感じました。 また 日記を
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読 み，改宗談を書 くことによって，私は 自

分 という人間をさらによく理解 し，、自分の

成長 をよ りはっきりと確 かめることもでき

たのです。 またすべての福音の原則を理解

し，あるいは受 け入れていない時で も，主

は受 け入れていたことがわか りました。私 ，

はこう書きました。「私は子供の時に，祖母

や母，教会のた くさんの教師から教えられ

て，祈 ることを学びました。ですか ら祈 り

に対 して信仰 を持 っていました。 それで疑

問を持 った時期 も切 り抜けてこられたのだ

と思います。 いざという困った時に思い出

したのは，まだ幼 い子供の頃の祈 りです。」

自分 自身の教会歴史でもある改宗談を書

いてから一層良いことがあ りました。ルカ

は 「あなたが立ち直 ったときには，兄弟た

ちを力づけてやりなさい」(ル カ22：32)と

書 いています。私 は書き終えた改宗談を，私

に初めて改宗談 を読 ませてくれた友人に渡

しました。(そ れを読んで彼女は，「とても

素晴 らしいじゃない。 自分 にも改宗談が書

けるとは思わなか ったでしょう」 と言って

くれた)以 来，私は慎重に判断しながら何

人かの友人に私の改宗談を読んでもらいま

した。 そしてお互いの経験を分かち合 い，

励まし合ってきました。私 はまた，福音を

もっと知 りたいという教会員でない友人た

ちにも私の改宗談 を見せています。ただそ

の多くは とて もプ ライベー トなことなので，

だれにでも見せるという訳ではあ りません。

私が改宗談 を分かち合 った友 人たちは強め

られ，それによって また私 も力づけ られて

います。 こうして改宗談を書き，名前と 日

付を記したことで，私は励まし以上の もの

を得ました。私 も改宗者なのです己

赫
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「わ たしは独 りぼっちだ」 などと考え
る人は，だれひとりいないはずで

す。 そうではないことを証明する手段方法

には事欠きません。文字通 り，生ける神の

息子，娘である私たちには，天父が私たち

を愛 していて下さり， いつで も手を差 し伸

べようとして下さっていることを知 る権利

があ ります。 またこのように考えてみると，

天父には私たちの行 く末を見通すことがで

きること，私たちよりも私たちが必要 とし

ているものについて知 っておられること，

そして，御 自身の知恵によって助けの手を

差 し伸べ られることに気づかざるを得ませ

ん。主に頼るということは，何を置いても

必要なことなのです。

予言省 ジョセフ ・スミスに与えられた近
いさな

代の啓示の中で，主は次のような温かい誘

いの言葉 を発しておられます。「……われ近
なんし

きにある間に汝らわれを呼べ……われに近

づけ，さらばわれ汝らに近づかん。熱心にわ

れを求めよ。 さらば，汝らわれを見出さん。
たた

求めよ， さらば与えられ，叩けよ，さらば

開かるることを得ん。」(教義 と聖約88：62-

63)

私が 中南米のある伝道部 を管轄 していた

時に，ある長老が経験 した美 しい出来事に

ついてお話 したいと思います。 それは，主

が私たちのす ぐそばにおられ，必要 な時に

は喜んで助けて下さることを教 えてくれる

お話です。 この長老は，普通の19歳 の宣教

師 よりは少し年上で した。彼は改宗者で，

兵役を解除にな り，その後伝道の準備をし

たのです。彼は召しを受け，ソルトレーク・

シティーの宣教師宿舎 に入 りました。宣教

師宿舎 にいる間，彼はこう自問 したのです。

「ぽ くには証があった。 しかし，今はどこ

にあるのだろう。 自分のお金で伝道するの
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だとすれば， ジョセフ ・ス ミスが事実，本

当に神の予言者であったρか どうか，ぽ く

は知 らないわけにはいかない。」

その夜，彼は自分の部屋 にひざまずき，

予言者 ジョセフ ・スミスについて考えてい

ることを，天父に話 しました。彼は落胆 し

ました。何ひとつ確信めいた経験はできな

かったのです。 そしてそのまま翌 日を迎え，

集会へ と向かいました。 その 日は，教会幹

部が話をする 日で した。 うつうつとした気

分のまま，彼は後ろの方 に座 を占めました。

会場 には，305名 の 宣教師 が出席していま

した。N・ エル ドン ・タナー副管長が部屋

に入って来た時， その長老は心の中にこう

思いました。「なあんだ，当世風の結構な身

なりをした実業家 と言ったところだなあ。

とり立てて予言者 というふうで もない じゃ

ないか。」

ゆううつな気分でいたその長老は， タナ

ー副管長が話を始めても
，聴こうという気

持ちはまったくありませんで した。 しか し

数分たつうちに，彼はだんだんに話に引き

込まれていくようになりました。すると突

然，タナー副管長はこう言いました。「24歳

の宣教師の方，お立 ち下さい。」 さて読者の

皆さん，一体何人の宣教師が立 ち上が った

とお思いでしょうか。たったひとり，この

長老だけだったのです。 タナー長老は彼に

前へ出てくるようにと言いました。彼はし

ぶしぶ出て行 きました。

彼はタナー副管長の方 に向かって歩いて

行 く途中で，前の晩 に求め続けた予言者の

召しの神聖さについて，証 を得たのです。

その時，タ ナー副管長は彼に， ジョセフ ・

スミスの召しが神 よりの ものであるという

証をするようにと言いました。彼は 自分 自

身の証を述べ， ジョセフが神から召された
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こ と， そ、して真の予言者であることを皆の

前で話 しました。

生ける神がおられます。神は私 たちを愛

して下さ り，いつ もすぐそばにいて，助け

て下さいます。生涯どのような時 も，疑う，

必要 はあ りません。神の戒めに従 って生活

している会員であれば， だれでも神 の力を

タナー副管長はこう言いました。

「24歳の宣教師の万，

お立ち下さい。J

さて読者の皆さん，

一体何人の宣教師が

立ち上がったとお思いでしょうか。

感 じることができます。また，教会員では

なくても，みこころならば確かに感 じるこ

とができるのです。 それは次 に紹介するサ

ンパウロ神殿での出来事か らも明らかです。

サンパウロ神殿は献堂式の準備のために

閉 じられる前，1978年9月 の間，一般の人

人に公開されました。 この特別な神殿から

言いようのない気持ちを感 じた人々は大勢

いましたが， その中にひとり，非教会員の

新聞記者がいました。

見学の最後 に，彼は 日の栄の部屋の入口

にさしかか りました。彼 と一緒にいた人々

の言葉 によれば，彼は急 に立 ち止まって，

頭 を垂れたのだそうです。彼は， しばらく

の間，その場に立ち尽 くしていました。 目

を閉じ，頭は垂れたままでした。それか ら

彼はゆっくりと頭を巡 らして， 同時に眼を



開けました。まるで 「どなたがいらっしゃ

るのです か」「どなたかおられるのでしょ

うか」 というような素振 りで した。

またしばらくして，彼は頭をしゃんと上

げ，，眼を見開きました。その動向から，そ

こが聖 い場所であると彼が悟 ったことが見

て とれました。 その頬 には，涙がったって

いました。彼は神殿の中で度々感 じられる，

あの素晴 らしいみたまの力を感じたのです。

そして，そこには何か善いものがあること

を悟 り，心 に喜 びを感 じたのです。 それは

本当に，確かに感 じることのできる もので

す。

さて，私 たちは若いうちに，多くのこと

を決意し， 目標を設定 しなければな りませ

ん。天父 に頼ることを学んで下さい。天父

は，何であれ私たちが本当に必要 としてい

るものであれば，与えて下さいます。 ただ

天父に信仰 を持ち，信頼を寄せさえすれば

よいのです。天父は私 たちを導きたまい，

例 えば伝道の召 しを果たす， もっと努 力す

る，主の方法ですなわち神殿で結婚するなど

の目標を達成しようとする時，助けを与 え

て下さいます。この ような 目標を達成した

からと言って，さらに高い 目標に向かって

前進するごとをやめてしまってはいけませ

ん 。私たちを豊かに愛して下 さる夫父にい

つも近くあ り，夫父りために働かなければ

ならないのです。

もうおわか りのように，天父は私たちに

幸福 になってほ しいと望んでおられ ます。

天父の助言に信頼し，みこころに従順になり，

でき得る限り幸福 になってほしいと望んで

おぢれるのです。私は，神が生きておられ

ることを知 っています。神は私たち一人一

人を思いや り，いつも私 たちのそばにいて

私たちを助けようとしてお られ る、のです。

聖徒 の道/1982年12月 号

「1一　 　 　 　 「皿
フ ジ オ の真 空 管 囮L
_________」

私の家にはラジオという素晴らしい器機が

あります。装置がすべて順調に作動していて

くれる時には，ダイヤルを合わせさえすれ
か な た

ば，大陸の彼方からでも，時には外国から

でも話 し手や歌手の声を，居なが らにして

あたかもその場 にいるかのごとくに聴 くこ

とができます。 しか し，長いこと使 ってい

る と，このラジオ という器機に内蔵されて

いる小さくてデ リケー トな部品や真空管内

の装置がいたんできます。十分 に適切な注

意を払 ってやらないと，見かけは異常がな

くても，中では何か不都合なことが起 こっ

ているかも知れ ません。そうなると，聞こ

えなくなるのです。歌手の歌も，話 し手の

話も聞 こえません。

ところで，あなたも私も，心の中にラジ

オの真空管のようなものを持 っているので

す。「聖餐会へ行 く」 という真空管，「知恵

の言葉を守 る」「什分の一 を納める」「家族

の祈 リをする」「聖典を読む」「純潔を保 つ」

な ど6も しこの中の1本 でもいたんで使用

不能になった リ，作動 しな くなった りする

と，つまリ神の戒めを守ることを しなくな

ると，ち ょうどラジオのいたんだ真空管で

は，はるか彼方か らの声を受信することが

できないのと同 じように，霊的なものを受

けることがでさ=なくなるのです。

「……神 の戒めを守 るな ら
，私たちは天

父か ら答えを得 ，進むべき方向を知 リ，導

きを受けることができるのです。」(ハ ロル

ド・B・ リー 『ラジオの真空管』〈/θwξ僧

「ニュー・エラ」1973年3月 号
，pp.10-II)
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新
任の長老や姉妹が到着すると，伝道

本部の周 りには，うきうきした気分
'

し ん ざん もの

が漂います。新参者は意欲 に燃えているの

で，本部のスタッフも，専任宣教師として

の伝道生活に早く慣れて もらおうと，一生

懸命になるのです。伝道部長 も，新任の宣

教師たちに主に仕えるという報いに満ちた

経験を十分にしてもらおうと，心を砕きます。

伝道部長はまず一人一人と面接 して，だ

・れが新 しい召しに感激して興奮 しているか
，

まただれが心配 しているか，おじけてしま

っているか，誇 りに思 っているかな どを，

さっと見抜いてしまいます。それ に，その

時その宣教師がどんな心情でいるにせ よ，

自分の召しを最 もよく果たすには どうした
しんしん

らよいかについては興味津 々でいることも。

新任宣教師は成長 し，学び， ほとんど全員

が首尾よ く伝道生活を送 肱 良い成果を得・

ていきます。

しか し，少数ではあ りますが，伝道生活

に入った時には もう十分な準備ができてい

る人もし、ます。そのような人，とて もよく

成果 を上げる宣教師について，伝道部長の

意見を聞いてみたらどうでしょう。伝道部

長は，どんな意見を述べて下さるでしょうか。

世界の方々で働かれた現職，またはすで

に解任された5人 の伝道部長か ら意見を求

めたところ，上手に伝道 をした宣教師， そ

して非常な好結果を得た宣教師は，ほとん

ど皆，ユタ州 ソル トレーク ・ンテ ィrの 教

会本部から召しの手紙を受け取るず っと前

か ら準備 を始めていたとのことでした。私

ども編集部ではニューヨーク州ニューヨー

ク ・シティー伝道部のロラン ド・R・ ・ライ

ト伝道部長， ウルグ アイのモ ンテビデオ伝

道部のマリオン ・C・ ロ ビンソン伝道部長

英国ロン ドン伝道部のベン ・E・ ルイ次伝
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道部長，ヵ リフォルニア州オークラン ド伝

道部の リンゼイ ・R・ カーチス伝道部長，

そしてフランスのパ リ伝道部のR・ デ ィー

ン ・ロビンソン伝道部長からお話 を伺い，

その内容をまとめてみま.した。 この記事が，
つ と め

これから 「神の役務 に出で立たんとする」

皆さんのお役に立てばと念じている次第で

す。

専任亘教師になろうとする若い人

人が伸ぱしておかなければならな

い人格的特質には，どのようなも

のがありますか?

ルイス伝道部長 まず，隣人に仕えたいと

いう望みを持っていなければな りません。

また，物事 に対する楽観的な態度，精神的

な満足感，それに他 人の失敗や欠点よりも

む しろ良い面に目を向けられるといった特

質も必要です。主の戒めに従順であること，

規則を破 ったりしないことも大切 ですね。

それから・救 い羊への揺るぎない証を持 ち，

時間をかけて聖典 に書かれていることを学

び.そ の知識を得ておかなければなりません。

デ ィーン ・ロビンソン伝道部長 主に信仰

を持 うている優秀な宣教師たちは， 目標を

作 り，それに向かって努力します。彼 らは ・
ちから

まったく文字通 り 「天の能力」 と一体なの

ですよ。 それに，同僚 と心を合わせ るよう

にし，口論を避けます。 また，天父と語 る

ことが好きです。 そして昼 日中でもたびた

び祈 りを捧げます。

優れた宣教師たちは，ホームiシッ
・クをどのように克服しているので

で しようか?



ルイス伝道部長 彼 らは，その方法を知 っ

ているのです。大学時代 には，「かなり広範

囲」か ら集 まって くる学生たちと交わ り，

異文化や異人種 と接 しますか らね。 だから

と言って，主のみ業に仕えるにふさわ しい

人が伝道活動 を捨てて大学だけを選 ぶのは

良 くあ，りませんが。

一 ζ・さわ しい生活が欠くことのできない

条件であることについては，5名 の伝道部

長 とも， 口をそろえておっしゃいます。

ルイス伝道部長 ，宣教師たちは，伝道に出

る以前から正 しい生活をしていなければな

りません。 自分 自身をコン トロールする術

を知 っていなければならないのです。それ

に，言葉遣いや癖は攻撃の的にな りますよ。

他 にはどのような準備をしたらよ

いでしようか。

デ ィーン ・ロビンソン伝道部長 従順，犠

牲，一生懸命に働 くこと，祈 り，信仰の5

つ は，宣教師が身に付けなければならない

基本的な原則です。信仰 は不可能を可能 に

し，閉ざされた心を開きます。「信仰 によっ

て歩」むことを理解 し， 自分のものにしな

ければ，伝道の成果を上 げることはできま

せん。

カーチス伝道部長 宣教師は，伝道が大変

な重労働であることを認識 しなければなり

ません。宣教師は，教える経験 をしてみて

初めて，みたまの何たるかを知 るのです。

若い宣教師たちの中には，教えるという経

験をするまではまったく証がなかったのに，

必要 に迫られて小さな証を得， そこから証

を強めていった人もいます。

一 マリオン ・ロビンソン伝道部長は
，聖

典の知識 と，聖典研究の方法を知 っていな

ければならないとおっしゃいました。それ
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には，ルイス伝道部長 もうなずいて，こう

おっしゃいました。

ルイス伝道部長 モルモン経を読んで，書

かれていることを試してみるのです。 まず

よく勉強して，す らす ら読めるように，書

けるように，つづ りも間違えないようにな

らなければいけません。 そし亡，聖霊の何

たるかを， どう作用したもうかを， またど

うしたら霊的な証が得 られるかを知 って下

さい。伝道に出て証 を述べ られ るようにな

るための最 もよい方法は，今か ら，機会を

捕 らえては証をするようにすることです。

これか ら伝道に出ようと考えている人は，

今から決心 して，実行 して下 さい。

カーチス伝道部長は，今伝道の準備 を

している人たちに，体力的にも情緒的にも

準備 をするようにとおっしゃっています。

カーチス伝道部長 肥満体の人は，伝道前

に正常体重にまで減量して下 さい。 そして，

正 しい礼儀作法を身に付け，外見，身 じま

い，服の着こなしに気をつけて下さい。 そ

れに情緒的な面 に問題がある人は，家を離

れる前に治 しておかなければなりませんね。

宣教師にとって非常 に大切な資質につ7

いて，ライト伝道部長は，こう付け加 えて

下さいました。

ライ ト伝道部長 正 しい生活， 自己鍛練，

だれに対 しても，特に監督やステーキ部長

に対 して正直であること，それはとても大

切なことです。 まれなことではありますが，

監督 に罪を告 白せず，十分に清くないまま，

悔い改めていない罪を背負って伝道に出る

人がいます。そのような重荷を背負ってい

ては， みたまに従 うことも，証をすること

も， 自分 自身 によい思 いを持つこともでき

ません。そのような人にとって伝道は辛い

経験の連続ではないでしょうか。.
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伝道資金については，どのように

お考えでしようか。

カーチス伝道部長 ひとつ提案したいので

すが，、憩、子 さんや娘さんが家を離れる前に，

御両親は息子さん，または娘さんと腰をす

えて伝道資金 について話 し合い，伝道資金

をどう使 うか についてはつきりした方針を

立て，親子共々了解 しておくようにしては

いかがで しょうか。毎 月いくら位のお金が

かかるか，送金のための方法などについて

は，伝道管理部からの手紙に書かれています。

ルイス伝道部長 自分の伝道資金は最大限

自分で出すことができるように，今から働

いて，貯金するようにするとよいで しょう。
かせ

自分で稼いだお金で伝道するならば，伝道

はずっと有意義なものになるでしょうね。

どのようにすれぱ，親子が協力し

合って伝道の準備ができるでしょ

うか。また，親や友人は，どのよ

うにしたら伝道中の宣教師を励ま

すことができますか?

ライ ト伝道部長 親はもう少 し力を注いで

子供 に 「自分は信頼されているのだ」 とい

う気持 ちを感 じさせるようにするとよい と

思います。幼い頃から始めて下さい。生活

上のいろいろな習慣について話してやった

り，正 しい生活をすることによってもたら

される素晴 らしい祝福 についても話してや

ったりして下さい。 ちょっと気づいたこと

なのですが，親御さんたちは子供の教育を

神権指導者 に任せきりで， 自分では子供 に

何 も話 してやらないというケースが多いよ

うに思います。



囲
』ウ』』

』

デ ィーン ・ロビンソン伝道部長 親は皆，

まず， よい宣教師 になるにはどうしたらよ

いのか自分が理解 して，子供にそのように

教1えるとよいと思います。 そして，いつ も

教え，励まし，自分の模範 に従わせるのです。

カーチス伝道部長 そして，同僚や指導者

を支持するように教えて下 さい。会員たち

と仲良くなるように教 えて下さい。伝道中

の、息、子 さんや娘さんが同僚 とうまくやって

いけないことを手紙に書いて よこしたら，

同情した り叱ったりせずに， 自分 自身の欠

点弱点を振 り返ってみるように書 いてあげ

て下さい。 そして，お互いの関係がよくな

るような方法を教 えてあげてほしいのです。

ルイス伝道部長 息子さんや娘さんに途中

で伝道 をやめてほしくなかったら，「家 に帰

ってこさせ る」ようなことをせず，(手紙を

書 くなど)あ らゆる手段 を使って，「伝道を

続ける」ようにさせて下さい。

マ リオン ・ロビンソン伝道部長 手紙を書

く時には，宣教師であることを認識させる
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ために 『OO長 老』 とか 『OO姉 妹』 とか

いうように書いて下さい。 また，私が親だ

ったら，週 に一度以上は書 きません。でも，

毎週毎週書 きます。 どうか家族が愛し合い

協力し合うようにして下さい。家族 の状態

は言葉の端々に， また行間に現われるもの

です。宣教師たちは 自分の家族が どんな状

態にあるか，知 っておく必要があると思い

ます。 しかし，家族の問題を詳しく全部書

くべきではありません。宣教師にとって，

家族 の励ましほど助 けになるものはありま

せん。

カーチス伝道部長 家のことをくどくどと

書 く位なら，息子さんや娘 さんが今 どんな

生活をしているのか，宣教師プログラムや

求道者のこと，伝道生活のことを尋ねてあ

げて下さい。釣 りのこと，狩猟のこと， そ

の他家族ですることの計画 について書けば，

息子 さんや娘さんは家が恋 しくなります。

それよりも，教会であったこと，集会で聴

いた良い言葉， より成果の上がる伝道の方

法などを書 いてあげるとよいと思います。

それか ら，特別の場合(緊 急事態， または

伝道部長の許可がある場合)を 除いて，伝

道中の、壱、子 さんや娘さんに電話 をしたり，

訪問した りは しないでいただきたいと思 い

ます。・また，普通の場合は，息子さんや娘

さんが解任 されて家へ帰る時 も，親御さん

と一緒 に旅行をした りせずに，真直ぐ帰宅

するようにしてほしいと思 います。

すべての準備が整い，伝道地に到

着したら，伝道の成果を上げるた

めにどのようなことをしたらよい

ですか?

デ ィーン ・ロビンソン伝道部長 規則によ
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く従うことです。何もせず，1ぶらぶらしt

いてはいけません。 いつ も自分のことばか

り考えたくなるという誘惑か ら逃れるよう

にするとよいですね。

ルイス伝道部長 家や恋人が恋しくなると，

すぐに伝道意欲 がなくなります。他人1をこ

きおろした り，あら捜しをし宅 もそうなり

ます。宣教師は喜んで犠牲を捧げる人でな

ければならないのです。

ライ ト伝道部長 私の知 っているある長老

は，ある目標 を決 めて毎 日それをしました。

ですか ら，伝道が終わった時には， 自分 の

したことを何 ひとつ後悔 しなか ったそうで

す。 それは彼にとって比較的易 しいことで

はありましたが，彼は本当に傑出 した宣教

師になりました。

伝道中の宣教師に対して，彼また

は彼女のガールフレンドやボーイ

フレンドはどんな助けができます

か?

伝道プログラムに関心 を持 っていることを

示しだりする方がはるかに助けにな ります。

マ リオン ・ロビンソン伝道部長 時として

宣教師は，1主のみ業に自分 自身をすべて捧

げられるか否か，全身全豊 を主のみ業のた

めに集 中できるか否かを試されます。故郷

に残 してきているガールフ レン ドやボーイ

フレンドのことをいつも心配 しているとし

たら，主のみ業にすべてを捧げることは容

易ではないでしょう。

ライ ト伝道部長は新任の宣教師が伝道

本部 に到着すると，キンボール大管長 の言

葉 を読んで もらうそうです。

ライ ト伝道部長 「心に鍵をかけなさい」

宣教師は己れの心を(情 愛すら)伝 道に向

けなければ，概 して霊的な成長の能力をそ

がれて しまいます。故郷の恋 人のことばか

り考 えなが ら伝道に心を向けようとしても，

それはちょっと難しいでしょうね。

一5人 の伝道部長の一致 した意見ですが
，

故郷 に待 っている人がいようといまいと，

カーチス伝道部長 良い影響を及ぽす場合

と，悪 い影響を及ぼす場合があ りますね。

もしガールフレン ドが恋 しさの余 り自分の

気持ちばか りを書いた りせず，彼の心の支

えになるような手紙を書けば，彼は主のみ

業に心を集中させることができ，彼女 は良

い影響を与えることができます。 しかし，

余 り度々手紙 を書いた り，情愛を示 したり

すると，彼は気が散 って伝道 どころではな

くなってしまいます。余 り何度 も 「あなた

がいなくて寂 しいわ，寂 しいわ」と書き送

ることは，。彼にとっては助けにも何 にもな

りません。それよ りも，彼が伝道している

ことを誇りに思 っていることを書いてあげ

たり，彼の求道者，バプテスマ数，同僚，
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宣教 師たちは手紙 を書く習慣 を身につけて

いかなければな りません。宣教師は毎週家

族に手紙を書きます。時には，友達にも書

きます。伝道が終われば， デー トの時間は

あ り余るほどあるのです。 ですか ら，伝道

期間中は白昼に空想にふけった り，故郷の

人々に自分の赴任 している土地へ と思いを

馳せ させるような品物を買って送ったりし

ないようにしなければな りません。

将来伝道に出るべきかどうか迷っ

ている若い女性に，何か助言があ

りましたらお願いします。

ライ ト伝道部長 まず 自分 自身の生活を整

え，真 の福音 に対する霊的な証を得るよう

にして下さい。そして，福音 を理解 し， 自

らの生活に訪れる聖霊の強い力を知れば，

聖霊の導きを得，専任宣教師 として若干の

時商を捧げるべきか否か について確信 を持

つことができるでしょう。

ルイス伝道部長 予言者は，すべての教会

員は宣教師であると言われました。 ですか

ら女性であっても伝道の準備はするべきだ

と思 うのです。 しかし， もしその機会が訪

れず，その代わりに結婚 の機会が訪れ，神

殿で結婚 できるならば，結婚を自らの使命

と考 えるべきではないでしょうか。福音を

宣べ伝えるという仕事は，ずっと後 になっ

て夫婦一緒に行なうチャンスが訪れるでし

ょう。

知 っておいていただきたいのですが，若

い女性 にとって，伝道のために準備すると

いうことは，結婚 のために準備するという

ことなのです。それ に，宣教師 としての仕

事か ら学ぶことはすべて，結婚 に役立つの

です。 どうか物事 を霊的な面か ら、よく考え，
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主の戒めを守 り，神殿結婚 にも伝道にも。雪、

さわ しくなれるように努力して下さい。 そ

のためには道徳的に清い生活をし， 貞節を

失 うような行ないは， いかなることであっ

て もしてはいけません。

また，(これは女性ばかりでなく伝道に出

ようと考えているすべての人について言え

ることですが)伝 道に出るということを，

何かか ら， またはだれかか ら逃避すること

だと考えないでいただきたいのです。伝道

は大変な仕事 です。決 して生易 しいもので

はありません。準備 もせずに出たとしたら，

大変な苦労をすることにな ります。ですか

ら，聖典 をよく勉強し，救い主1予 言者ジ

ョセフ ・スミス，そして私たちの現在の予

言者に対 して 自分 自身の証を持って下さい。

そうすれば，主は伝道の召しを受けるべき

か否かを教 えて下 さるで しょう。

その他一般的なことで，伝道の準

備について教会の若人に注意した

いこと，勧告したいことなどがあ

りましたらお願い致します。

マ リオン ・ロビンソン伝道部長 私は己の

全身全霊，全勢力を傾けて，伝道の召しを

受けるよう教会の若人に訴えたいと思いま

す。監督とよく話 し合い，予言者の勧告 に

従い，戒 めを守 り，導きを求 めて主 に祈 っ

て下 さい。そうすれば，召 しが来た時には，

霊 的に，道徳的に，知的に，体力的に，そ

して資金の面でも十分に準備ができている

ことでしょう。伝道プログラムは，今 日こ

の地上 であ らゆる面 において若い人々の指

導性を伸ばす最 も優れたプログラムです。

特 に教会 における指 導性 に関 してはそうで

す。それに結婚生活においても。福音 を宣
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べ伝えること，隣人に仕えることを通 して

得られる祝福，それは人が得ることのでき

る最 も素晴らしいものです。

カーチス伝道部長 第一 に，はっきり伝道

のためにと目標を定めて準備 してほ しいと

思います。 そして第二に，はっきり申し上

げますが，伝道は大変な重労働だというこ

とです。喜びも多いかわ りに，悲しみや落

胆 もあ ります。非常に心高められる思いを

することもあれば，精神のどん底 に突き落

とされるようなこともあるのです。 しか し

何よりも大切なことは，良い宣教師になり

たい，主のみ業にすべてを捧げたいという

望み，その態度です。 そして，もうひとつ

言いたいことがあります。 これは最 も大切

なことですが，宣教師はすべての規則に従

うように教 えられ ます。 すべての規則に従

う時にこそ，宣教師はみたまを受け，例外

もあるにはあ りますが，大抵は大きな成果

を上げることができるのです。

ルイス伝道部長 戒めを守 り，教会に出席

し，毎年セ ミナ リーに参加 し，祈 り，聖典

特にモルモン経を勉強 してほしいですね。

教会の中で生活するようにすれば，外の世

界に触れることもなく，堕落したような気

持 ちになることもあ りません。宣教師にな

ろうという人は，正 しい立派な生活をし，

特に純潔を守 り，どんなことであっても 「や

ってみたいな，後で悔い改めればいいや」

というような考 えは持たないことです。 そ

れから， 日記をつけることを習慣にして下

さい。 また，スピーチのクラスに出席 して，

自信をもって福音を語る技術を身につけて

下さい。・毎 日でも毎週ぞもかまいませんが，

たとえ短い話でも話すように心がけると，

だんだんに話す技術が身についてきます。

そうそう，それから，伝道の準備 をしてい
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る人には，伝道中の宣教師に手紙 を書くよ

うに勧 めたいですね。 それが伝道中の宣教

師 とつなが りを持 ち，情報を得る一番手 っ

取 り早い方法です。

栄養，摂取すべき食品，すべきでない食

品な どについても学ばなければなりません。

料理の基本や裁縫 もです。知恵の言葉 を守

り，定期的に運動 をし，ほどよい睡眠をと

り，体力を維持していかなければいけませ

ん。 もしスポーツに興味を持 っているのな

ら，そのスポーツに参加 したり，必要 な練

習をしたりするとよいですね。」

ライ ト伝道部長 現代のティーンエイジャ

ーには
，人生設計がいかに大切かわか って

ほしいと思 いますね。 自分の選択に後悔 し

ないようにね。専任宣教師として働 くこと

は，是非 とも人生設計の中に入れてほしい

と思います。

デ ィーン ・ロビンソン伝道部長 教会ゐ若

人には，会員であるということが， そして

福音のすべての祝福 を受けられ るというこ

とがどれほど大 きな祝福 なのか，わか って

ほ しいですね。彼 らは，すべての国民の中

に主の王国を打 ち建てる助けをするために

選ばれたのですか ら。彼らには，主が任せ

た もうたこの重責を忠実に果たすという大

きな責任があるのです。主は私たちを必要

としておられます。 そして，私たちが生活

を整え， いつでも主の命令を受けられるよ

うになる時を待 っておられます。主はこの

忠実 なる世代が奮起 し，神の武具 で身を固

めるのを待っておられるのです。若 い人々

は己が身にこの責任を悟 り， チャレンジに

応えるよう準備 しなければな りません。
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う3年 も前のことです。 「ボブ・ガン

サー」 という名前はセ ミナリーの名

簿に載ってはいましたが， ボブ ・ガンサー

なる人物は， まだ一度も教会の集会 に姿 を

見せたことはあ りませんで した。

ボブ ・ガンサーというのは，一体 だれな

のでしょう。 カリフォルニア州サン ・ロ レ

ンゾのワー ド部のセ ミナ リーの生徒 たちは

知 っていました。 ここ数年 というもの，生

徒たちは冗談半分にボブ ・ガンサーという

名前を名簿 に載せ続けたのです。それが ど

うでしょう。今では，この冗談が 「ボブ ・

ガンサー談」とまで言われ るようになって
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ボブ ・ガ ンサー

ポー ル ・D・キ ャ ンシ ョン

しまったとは。

ある月曜 日の朝早 く，二一ル ・ジェアキ

ーという16歳 の少年が通学路 を歩いていま

した。 二一ルにとって，この 日は普通の日

とちょっと違 った 日でした。二一ルには思

いも及ばないことでしたが， この 日を限り

に二一ルの生活は一変して しまったのです。

二一ルは朝早 く出かけていって，キム ・ス

ピアーという末 日聖徒 の少女に会いました。

学校に着 くと，キムは他の末 日聖徒の女

の子たちと図書館で勉強していました。 二

一ルは彼女たちに
， なぜいつもこんなに早

く学校へ来るのか と聞きました。すると，

彼女たちはセ ミナ リーのことを話 してくれ

ました。話の途 中で，突然女の子たちが言

いました。「ねえ，二一ルをボブ ・ガンサー

ってことにしない?」

二一ルは何が何だかわからずに突っ立っ

ていました。「何だって?」 すると女の子た

ちは， ここ数年 間セ ミナリーに登録されて

はいるけれども， だれも会ったことのない

ボブ ・ガンサー という人になってほ しいの

だと説明 しました。それで どうすればいい

のかひとつふたつ聞いてい くうちに，二一

ルは結局セ ミナリーに出席 しなければ

、 ならないことになり， とうとうこ¥
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の冗談に一役買 うことになって しまいまし

た。 しか し，時間がたつ につれて，本当に

、こんなことをしていい ものだろうか という

考えが起 こってきました。

午後になると， セ ミナリーのクラスのキ

ムとマー リーンから電話がかか ってきて，

教会の本 を何冊か持 って行 くか ら，ボブ ・

ガンサーになづたつ もりで読んでちょうだ

いという注文でした。ああいいよ， と二一

ルは答えました。 すると早速5時 半 にキム

とマー リー ンが家にやってきて，6冊 ほど

のパンフレッ トと，「モルモン経」と 「教義

と聖約」 と 「福音の基礎」それ に教会歴史

の中の1巻 を二一ルの腕に押しうけました。

二一ルは開いた口がふさがらないと言 った

様子で，言いました。「まいったなあ，ぼく

まだこれか ら宿題をや らなくちゃならない

んだぜ。」
一そ
の夜，二一ルは猛 スピー ドで宿題をや

っつけました。 とその時，ふ とある考えが.

頭 をよぎりました。「明日セ ミナ リーに出席

するとすれば，先生はぽくがセ ミナ リーな

んか全然やった経 験が ないの を感づ くだ

ろうなあ。 とすれば， この山のような本に

ざっと位 目を通しておかなければ。」二一ル

は急いで公立図書館へ行き，図書カー ドを

買 って 「ロバー ト・・二一ル ・ガンサー」 と

いう名前を記入しました。 そして その夜は

ず っと，でき得る限 りモルモンの文献 を研

究 したのでした。 しかし，短い時間に頭に

つめこむには余 りにもたくさんの事柄があ

りすぎて，二一ルは もうお手あげで した。

火曜 日の早朝，キムが車で二一ルをセミ

ナリーに誘 いにきました。大勢の生徒 たち

が二一ルのことを知 っていました。キムは

先生が来るまでの間に，ボブ ・ガンサーに

なりすますにはどうすればよいのか， あり

とあ らゆる方法を説明してくれました。 と

うとう，二一ルはセ ミナリーの教師のマイ

聖徒の道/1982年12月 号

ク ・ダニエルソン兄弟 に紹介されました。

しか し， どうしたことか ダニエルソン兄弟

は二一ルがボブ ・ガンサーだとはまったく

信 じようともしなか ったのです。彼が図書

カー ドを見せた時には，吹き出してしまっ

たほ どでした。

で も，冗談がクライマックスを過ぎると，

二一ルはもうほかの生徒たちとまったく変

わらない存在で した。 その 日の レッスンは

旧約聖書の ダニエル書からでしたが，それ

が真底から二一ルの興味 をかき立ててしま

ったのです。物語は，ネブカデネザル王の

命によって， シャデラク， メシャク，アベ

デネゴが火の燃える炉の中に投げ込 まれる

所で終わってしまいました。 ダニエ ルソン

兄弟は， シャデラク，メシャク，アベデネ

ゴがその後 どうなったかを翌 日の レッスン

で話すと言いました。二一ルは，その続き

が聞 きたいばっか りに，次の 日も来ること
Fに しました

。

水曜 日の早朝，二一ルは自分で も決心 し

公言していた通 り，セ ミナリーにやって来

ました。 そしてそれからというものは，毎

朝集 うようになりました。それか ら間 もな

く，宣教師が家 に行 くから話を聞いてみな

いか， と誘われ ました。 二一ルは承諾 し，

ある金曜 日.にふたりの長老たちか ら初めて

の レッスンを受けましたpぞ して約2週 間

後，二一ルはバプテスマを受け，末 日聖徒

イエス ・キリス ト教会の会員に確認された

のでした。

今 では，二一ルは活発な祭司で，カリフ

ォルニア州サ、ン ・ロ レンゾ第2ワ ー ド部の

強力な会員です。

セ ミナ リーの生徒 たちが仕掛けた面白半

分の冗談が，ひとりの青年 を救い主の真の

教会へ導 く結果にな りました。実在 しない

「ボブ ・ガンサー〕 なる人物は
，素晴らし

い宣教師の役割 りを演じてくれたのでした。
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工
一酪 競 《
マ ー ジ ョリー･ア ー ル･シ ェー ファー

がつ ど び よ あ

月の土よう日の夜明けです。

12お 謎さんとお笛さんど蘇あエ

イラとセポは,ふ ねにのりこんで,

ともつなをほどきました。これから
いち ば い

ヘルシンキの市場に行くのです。

ポツポツポツポツというモークー
おと なか かあ おお

の音がひびく〔Pで,お 田さんが大き
こえ

な声をはりあげていいました。｢けさ
に

の荷のたくさんだこと。ジャがイモ
き は

にカバの木の葉,そ れにきのうエイ
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み ず なか

したとたん,お さいふを水の中にお

としてしまったのです。
かね こえ

｢あ つ,お 金 が。｣エ イラ はな き声
とう

でさけび ました。 お父 さん は, .ボー

トからさ っとスールをと って,お さ
みず コなか

いふをとろうと水の〔Pをかき まわ し

ま した。

｢ご めんよ。 しずん じまった よ。｣
とう

お父さん はあき らめて,い い ま した。
とう

お父さんは,や さしくエイラをボー
そと だ

トの外に出してくれました。セポと
かあ

エイラとお田さんは,む っつりとだ
てん ほう ある

まりこんでろ店の方へ歩いていきま

した。
かあ て ば みせさき

お田さんは,手 早く店先にひざか

けや,テ ーブルクロスや,マ ットを
あさ

ひろげました。さむい朝でした。と

なりにはサロネンさんのおばさんが
き みせ だ

カバの木のかわのカゴの店を出して

いました。
ちか てん

セポは近くのろ店で,あ たたかい
にか はい

ポーシュ(中 にジャムの入ったペス
か かあ

トリー)を 買 ってきて,お 田 さん と

サ ロネ ンさんの おばさん にあげ まし

た。 そして,ポ ーシュをゴク ンとの

みこむと,い いました。｢さ て,ぼ く

56

か

はスキーを買いにいこう。いっしょ
く

に来るかい,エ イラ。｣
くび

エイラは首をよこにふりました。
て

｢サロネンさんのおばさんが
,お 手
い

つだいのおだちんをくれてから行く
ちい か

わ。そしたら,小 さなろうそくが買

えるわ。あのすてきなろうそくは,
らいねん ねん

来年までおあずけね。4年 なんて,

すぐよね。｣エイラはわらおうとしな

がらいいましたが,セ ポには,エ イ

ラがなきだしそうになっているのが

わかりました。

甑
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で しょ。わた したちにできることは,
なに かあ

もう何もないわ。｣お田さんはいいま

した。

fそうだね
。もうぼくたちにでき

なに いえ

ることは何もないね。でも,家 のこ
こころ

とはみんなしたけど,ぼ くたちの心
すこ なに

のためにもう少し何かできるのじゃ

ないかしら。｣
かあ しょうねん

そこで,お 田さんとこの少年はい
なか

っしょにくらやみのqコにひざまずい
ゆう き やす

て,勇 気となぐさめと安らぎをあた

えてくださるようにといのりました。

すると,あ らしはやみませんでした

が,ふ たりはやすらかなきもちにな
く

って,き ゆう じょたいが来 るまで,
あんしん

安心してまつことができました。
たんじよう え

キリスト誕生の絵では,い つもキ
ちゅうしん なか

リストが中心となり,ま ん中におか
ちほうしん

れていますね。キリストを中心とし
せ いかつ

て生活するならば,ど んなときにも
こころ へいあん

心が平安にな ります。た とえかな し､

いことがあ ったと しても,お それを,
しん こう

なぐさめをもたらす信仰にかえるこ
かみ さま

とはできます。神様をしんじ,そ の

いましめをまもろうといつもどりょ
かみ さま

くすることによって,も っと神様を

ゆう き

みちかにかんじ,勇 気やなぐさめや
へ いあ ん

平安をうることができます。
こ とし

今年のクリスマスに,プ レゼント

をあげたりもらったりするときには,
てん とうさま

天のお父様がとくべつなおくりもの
お も だ

をしてくださったことを思い出しま
てん とうさま

しょう。天のお父様のとくべつなお
てん と うさま あい

くりもの,そ れは天のお父様の愛す
おん こ う

る御子,ベ ツレヘムにお生まれにな
さま

ったイエス様です。そうすれば,ク
　ロうじつ

リスマスの休日は,ほ んとうにきよ
ひ

い日になります。
たの

この楽しいク1リスマスのきせつに,
し と お も だ

使徒パウ〔コのことばを思い出してほ
お も かみ

しいと思います。｢神がわたしたちに
くだ おく れい

下 さったの は,臆 す る霊で はな く,
ちから あい つつし れい

力 と愛 と慎 みとの霊 なのである。｣

(IIテ モテ/:7)

このク リスマスのきせつ に,み な
てん とう

さんがおそれをしりぞけ,天 のお父
さま おん こ あい し

様や御子イエス･キ リストの愛を知
いま

ることができるよう,そ して今もこ
だいかんちよう

れからもずっと,わ たしたち大管長
かい あい

会がみなさんを愛し,し ゅくふくし
し

つづけていることを知っていただけ
いの

るように,お 祈 りしています。



T9告膨1由Z86【/冥(0事届

グ◎@◎

◎
◎
⑤

。〔ン食Ω
一､りkり3Ω一｢》老@`ユつ

◎ヨc>c丑γ⑦⊆マn｢》翼引と

∩ギユ(二劉21望α`◎葺､り姻(男皐

`α9⊂囎丑里`寧19軍卑2⊇3♀

＼｢〆。(;率/｢票つ21⊆マ曾とα⊂21

皐千}⑦こv⊆⑨⑦､り}α`◎囎毫舅

`ユ､り
､α21望α8皐¥丑⊇ζ⑦2

0

､

｣

ova
O

⑬
磁薯薄》霧

Φつ　韓噛〉ゑ





E9

ヨつ9(才=?(ニーゑ到響曲｣。翼つ£､り
奉轄4

､り〉/｢皐(き`卑四卑訴聖｢。､り9｢》⊆
もぞ

菖孕～1〈尋/｢∠⑦と△∠∩6`=?メニ し　

6`?ワーrl6と,レ6｣。gn皐と量
リコ

卑}9ヨ#1£`=?～≧食｢。α⊆甲!｢⊆2
ゆヨコ

孕琴卑⑦老`@皐.。仏り旦砥(〕､り2
　ガ

食｣oヨ!｢鞘り､り口α4皐尊⊆ピユ､り團
をぞさ

翠⑦9､りユ⊇ζ糠丑琴聖μ(⊃ヨ､9'。ヨ シゆなてヰ

つ準皐ユ(訊どαM迄(∋μ旦黒砥n準1
マこへ

`潤と∩乙(?一4!(レ∠`?⊆睾/｢⊃一

U髪且｢》塑μヨ=泥μ4石oヨつ睾皐
を

身2協摯`噌2便⊂2庫つ⊆2圭､り聖 りもまをウユモぴ　

⑦一4〈こvと毫≡L.レμ4蚕`ユ馨孕
舜

∠/｢こ･1:β】∠rl乙(`〉､9'⑦藷≧且Q払り

ぴ皐孕1-4〈レと`ユ/｢老。ヨつ£

n2Mし糎皐ユ⊂(ヨ@翠し#2翠】∠∩乙(

`n2⊆2(浬1Ω
一圭睾〉翠ト4/(レと
ユ

`?～≧皐こLμ∋
=.レμ4蕎。ヨn皐しk

>つく停孕臨ヨ=.レμ4≦コ(踏⑦一4 コゑるひマ　マじマこへ

くレ∠)∠rに(?一4〈レとμ｢》♀

訴⊆2`2贋:⑩り皐9ミα一4〈レと
9ぞし彫

。軍つ聖(η♀卑

睾一⑦9十降Gり`n;章尊:鞠卑Gり ピくヘソこアいロさコソタ

つ,つ≡}。葺つ聖つα塁⊆iΩ,£Q⑦
ω覧へ

｢》皐田⊆2:β}9≡4i削丑`卑Gりo攣つ
サガマヨス

翠乳麟⊇£Ω`:),η⊆P2障:⑦りr∠:一
9婁】

{…}藍ゴZl≡圭ヲZ861/菓(ρ毒多讃

4孕再⑦一食､り⑦9:目陣⊂､り:βに1唄⑦
ツマコマま

壼尊`箪圏邊。9つ睾(コα血2}血､り ユ　アコ　　ゐし　

⑦cし客⑦目異t･⑦担琴拳⑦一4一･壬κ･
いソタセアコくへくぴり　コ

.再2】こpnqり?9≡4耳1=£`(ミΩi.食Ω,⑦
タヨコ

曾ロユつ鄭窪旧一4〈レと?)阜(二
　ヰき

口皐=?⑦導｢》皐讃(送酎藁⊆こP日寧[｢》
くヘガしへををコしみちコ

♀田聖。亘ユ?2⑦畢豊(送?2⑦琴
セガソくつマれてヰ

猛`:創⑦騨葺〔哲¥曇一α中⑦用､り畠
もアさしをくヘリツニぽヒらガミルぽ　

⑦92⑦茸}丑⑦雪蜀¥りr一Ψ〈キ
ぽえコをアヤツへいヘタ

o⊆こPつ聖つ袈卑n〈P孕?
つニニ　コゑ

2⑦等幽虫;φ⑦奎隅¥りr-9〈ギ⑦ いヨコヲめをアつをアケソしにロぴ

92払りユα〆食2ト4壬κ､4卜1､件/･
いロ

rl{=(`(9α巾⑦立9り=?｢りr一宴く
ガウソ　

=羊･<<･一再くレと｣ヨへり是⑦乙∠=
　ヰ　ニゐほぴ

顧〔6
･り/一Ψ〈孝･ヨ･一1=∩訓く

　ン

乙(?りト宴〈キ･｢･こ1一乙副工
型工

o血£､り

ユつ蟄脇`つ呉自到翠かY⑦⊃,こv食
　マ　のつぞのぞつ

⑦(コc瞬⊇`ユつ孕､り&£､1(}鯉⑦(コ(き
コぽ

､り畠錨り旦;牌〔口醤2雲八り曾しヒ皐と
ぽぽコヰしみソつ

滴i`(》踵孕蚤=:｢?2､りαこβ⊇T⑦老
みぴズユ　ヨマも

。食頚りユつ孕塗平}⑦翠…皐赴`Ω一皐蚕
マココゼぴをアギ

8⊆智)>92艶4々Y>(∋ヨ準に隈当
そのオリアつ

一`:θ1りr一Ψ〈孝･<<･一4レ〈レ'と二

しい　でぬニゐ

蜀驚鐸宝惹憲…石 ㈲しい∈しq評←アつ



しんせつ

ちに親切にしてくださったね。わた

したちはなえをうえたり,たがやし
い

たり,かり入れをしたりはしたよ。
じめんかみさま

だが,地面は神様のものだ。それに,
かみさまあめひさま

神様は雨をふらせたり,.お日様をて

らさせたりもしてくださる。だから,

わたしたちはいつも,とれたものの
ぶんかみさま

10分のりを神様にかえすんだよ。そ
かみさま

れは神様のものなのだから。｣
だいかんちょうかた

キンボール大管長は,こう語って
ちぢきょうせい

います。｢父は,強制はしませんでし
かくしん

た。ただ,確信をもってせつめいし
じゅうふん

てくれたので,わたしたちは什分の
いちたいせつおも

一をおさめることを大切に思い
,そ

とっけんかん

の特権を感じるようになりました。｣
あに

ゴードンとデル(スペンサーの兄)
ぐさくるま

はほし草をあつめると,それを車に
あ

ほうり上げます。すると,スペンサ
くるまうえ

一は車の上でそれをふみかためるの

にいくるま

です。ノふたりのお兄さんは,車を2
だいおお

台ならべて,'大きなフォークでいっ

ぺんにしごとをかたづけてしまいた
た

がりました。ひとりがてっぺんに立
め

っているスペンサー目がけて,ほし
ぐさ

草をなげ,スペンサーがたおれたと
ぐさ 』ころへもうひとりがほし草をほうり

64

ぐさなか

なげるのです。ほし草の中からスペ

ンサーがはいだしてきて,かんかん
おお

におこりながら,大きくなったらお

かえしをしてやるぞとわめきぢらす

と,ふたりは,わらいころげたもの

でした。

ときどき,スペンサーはちょっと

したおかえしをしました。あるあつ
げつぴこごはたけ

い月よう日の午後のことです。畑の
しょとうきょうかい

むこうから初等協会のはじまりのか
き

ねが聞こえたので,スペンサーはい
しょとうきょうかいい

いました。｢初等協会に行かなくぢ
く とき

ゃ。｣その時のことをスペンサーはず
はな

っとあとになって,こう話していま
あに

す。｢兄たちはいいました。『だめだ
しょとうきょうかいい

よ。初等協会に行っぢゃ。』わたしは
とうしよ

いいました。『お父さんがいたら,初
とうきょうかいい

等協会に行かせてくれるよ。』すると
あにとう

兄たちはいいました。『お父さんはい
しょとうきょう

ないんだ。だから,きょうは初等協
かいとし

会をやすめよ。』ゴードンは7さい年
うえとしうえ

上,デルは5さい年上でした。……
ぐさくるま

ふたりはほし草をなげつづけ,車に
やま

山づみにしました。そして,いいま
き

した。『どうだい,てっぺんにいる気
ぶんこた

分は。』答えはありませんでした。そ
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東京南ステーキ部大会
一新ステーキ部長会組織される一

回
月17日,七 十 人第一定員会会員のウ

ィリアム･R･ブ ラ ッドフ ォー ド長

老の管理 の下に東京南ステーキ部大会が開

かれ,新 しいステーキ部長会が組織 された。

ステーキ部長/前 田 修(写 真中央)

第一副 ステーキ部長/津 田政廣(写 真左)

第 二副 ステーキ部長/酒 田達雄(写 真右)

幹部書記/福 永 隆

書 記/鬼 本昌樹

第1回 東京地区

文化祭開かれる
一 日本のモルモンの文化を育てよう一

回
月9,11日 に東京地区で初めての文

化祭が,東 京 ステーキ部センターで

開かれました。地区の文化の向上 という目

的で,独 身成 人委員会が 中心 となって実施

されました。初めての試みで多くの試しや

問題があったにもかかわらず,プ ログラム

に参加 して下 さった兄弟姉妹 たちは多くの

犠牲 を払って準備をし,素 晴らしい発表を

して下さいました。 コンサー ト,演 劇祭,

展示物,ダ ンスコンテス トとプログラムが

進むにつれて,250人 ほ どの兄弟姉妹 が集

まり,熱 気あふれる雰囲気の中で無事ブイ

ナーレを迎えることができました。

日本にはアメリカのような立派な文化活

動 のための組織や設備,歴 史はまだありま

せんが,才 能 あふれる兄弟姉妹がたくさん

▲ダンスコンテス トてジルバに合わせて踊る

独身成人。(東 京ステーキ部センタ.一で)

▲町田ステーキ部の劇団｢八 変化｣に よる山

本周五郎原作｢糸 車｣の 発表
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<運 動会にプライマリーからも参加

支部の会員たちが中心 となっ

て運営 され,プ ライマリーの

子供から年配者までが楽 しく

一 日を過ごしました。

三河地方と尾張地方の対抗

戦は,シ オンのステーキ部建

設を 目指している三河地方の

必死の追い上げをからくもか

わ した尾張地方が勝利を収め

ました。(レ ポーター:富 田康

夫,名 古屋 ステーキ部実行副

委員長)

多数の白般参加者を得た

｢親子キャンフら350人が参加

一 大阪 ステーキ部｢親 と子 の絆 を

強 くする会｣主 催一

が大阪ステーキ部には中野ステーキ

國 部長。会長､す 。,親 。子あ絆。､童
くする会｣と いう組織があります。 この会

は教会外の人々に対 して｢親 子の絆を強め

ましょう｣と 呼びかける目的で約2年 前 に

作 られました。･その趣旨か ら,活 動は一般

の人々を対象に計画され,こ の夏には新聞.

広告で一般の家族 を募集 し,大 和郡 山市立

少年 自然の家で2泊3日 の親子キャンプを

行ないました。

キャンプは大和郡山市教育委員会の協力

をいただいて堺ステーキ部と合同で行なわれ,

一般から40家 族
,教 会員40家 族,そ して独

o

●,● ●

親と子の絆を強くする会
▲シンボルマーク

身成人と宣教師のボランティア50人 の総勢

350人 という大所帯 となりました。その頃

近畿を大型の台風が襲撃し,ハ イキングコー

スな どは ズタズタで前 日に大幅な計画変更

を余儀 なくされましたが,当 日は祝福 され

大快 晴となり,大 学教授を招いての教育の

講義や親子 でのハイキング,ク ラフ ト作りと

たくさんのプログラムに皆汗だくとなりま

した。ボランテ ィアの兄弟姉妹 たちは初 日

慣れない仕事に右往左往していましたが,

最 終 日,担 当家族の子供たちに手作 りのぺ
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圏一訟2虜騰 鐡 ムの詠

｢神 のみわざが
,彼 の上 に｣

團
いものでバプテスマを受 けてから34

年,光 を失 ってから30年 にな ります。

振 り返 って見ると,.私 の信仰生活 には,盲

人であるがゆえに多くの困難iな問題があ り

ました。

毎週教会 に行 きたいと思 っても,自 分の

力だけではどうにもなりませんでした。新･

旧約聖書以外に点字書のない状況での福音

の学習をどのようにしたらよいのか。与 え

られた召しをどのように遂行 したらよいの

か。神権者 としての特権 に伴 う義務を どの

ように果たしたらよいのか。私 は死にもの狂

いで杖にすがり,バ スと電車 を乗 り継いで

約1時 間の教会への道を何度 も往復 しまし

た。福音の勉強 も,人 が1時 間でできると

ころを数時間かけ,人 が1年 で成 し遂 げる

ところを数年かけて行なってきました。家

族 や教会の兄弟姉妹たちが助けてくれまし

たが,大 変に困難な苦 しいことた出会った

時には,｢昇 栄に盲道なし｣と 自分 自身に言

い聞かせなが ら,こ の道に励んできました。
か

私は教会に入ってから何時 も心 に懸かる

ひとつのことがあ りました。.それは｢な ぜ

私のような特別な才能や能力を持ち合わせ

ていない者が,多 くの日本の人たちに先駆

けて,戦 後伝道が再開されて間もなくの時

期に福音を聞く機会が与 えられたのだろう

視力を失って30年 の歩み

横浜ステーキ部横浜第/ワ ード部

武蔵野 博

か。｣私 はそれには何か理由があるように思

えました。最近 になってそれは｢私 のよう

な者にでも,こ の福音 に従 った生活ができ

るということを,多 くの人々に知 らせるこ

とにより,信 仰 を失いかけている兄弟姉妹

や,信 仰生活に困難を感じている兄弟姉妹

たちに,慰 めや励ましを与えるためにそう

されたのではないか｣と 思 うようにな りま

した。このように考えることは私 自身の励

みにもなります。

弟子たちの質 問に答 えて イエスは,生

まれながらの盲人であるのは,｢本 人が罪を

犯 したので もなく,ま た,そ の両親が犯 し

たのでもない。ただ神のみわざが,彼 の上

に現れるためである｣(ヨ ハネ9:1-3)

と言 われ ました。神様は私の目を見えるよ

うにしようと思えば,今 すぐにでもそれが

できるお方です。それをなさらないのは,

このままの方が私 にとってより良いとの御

意だと思います。私 自身このように考える

ようになってから,盲 入であることがそれ

程つらくなくなってきました。

私は 日曜学校の.教師の責任 を受けてか.ら,

すでに20年 が 経過 してお ります。 レッスン

の準備 として,月 曜 日から水曜 日位 までの

早朝 にテキス トを読んでもらいます。それ

を録音しながら聞き,木 曜日または遅くとも
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綴饗ご､墾繋 撚 鱗

▲東京神殿バプテスマフォン ト

でも心に残っています。昔話 を聞いた り,

古 い写真を見せてもらった り,お いしい食

事をいただいた り,た くさんの楽しい思い

出ができました。

2カ 月の間に家族の記録用紙を200枚 提

出しましたが,そ の間は体 力の消耗がひど

く,気 力だけで記録の作成を続けました。

毎週一度参入していた神殿の中で,必 要な

情報が得 られるように助けて欲 しい と,何

度祈 ったかしれません。そして;提 出枚数

はさらにふえ続け,や がて600枚 を 越える

までになりました。同じように,神 殿で疲
いや

れた体 を癒 して下さるようにと祈 ったこと

もあ りますが,そ の時も不思議 なくらいに

体調が良 くなったことを覚 えています。以

前はひと月に一度,ホ ームティーチ ャーか

ら祝福 の儀式を受けていましたが,今 は 自

分で祈 るだけにしています。このような経

験を通 して,私 は自分の していることが主

のみこころにかなったことであ り,主 が見

守っておられるという確信 をさらに深 くす

72

『甦の証

ることができました。

沖縄のある姉妹か ら｢資 料がなくて,調

べたくても調べ られない人がた くさんいま

す。沖縄 と比べたら,こ ちらの人はとって

も恵 まれています。 もっともっと神殿や系

図の責任 をよく果たせるのではないですか｣

と言われたことがあ ります。私はこの言葉

を聞いて,大 いに発奮する ところがあ りま

した。

半年の間に計2,000枚 の家族の記録を提 出

することができましたが,私 はこれ によっ

て,死 者たちが長 い間儀式を待ちわびてい

た気持 ちを理解 し,い つの 日か喜びの内に,

彼 らとまみえる ことのできる 日がくるとい

う確信 を強くしました。そ して,主 が生 き

たもうこと,小 さな力ながらも私たちの働

きが死者の救いに欠かせないものであるこ

とをよく知 ることができました。(こ みや･

ふ さご 東京第7ワ ー ド部系図相談貝)

*系 図部神殿サービスセンターに問い合わ

せてみたところ,2,000枚 の｢家 族 の記録｣

の 提出枚数 は日本一とのことである。これ

で約4,000人 の身代わ りの儀式を行なうこ

とができる。

｢ど う してお父さん

お祈 りしないの?｣

盛岡地方部八戸支部

竹内久巳子

さんの中にも,会 員でない夫を持た

固 れて,悩 み苦しんでいらっしゃる方
がおられると思 います。私 も昨年までそう

で した。

定時制高校時代の行事で,今 の主人に会
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一
私の回心と新生

高校の番長から末日聖徒に

響漏

札幌ステーキ部札幌第2ワ ード部

山崎 健 一(18歳)

昭雛簾麗醗妾胃謬懲.
ますか｣と ふた りの変 な外人に声 をかけら

れた。振 り向くと自分 より背の低 い外人た

ち(私 の身長は185セ ンチ)が,ほ ほえんで

立 っていた。 それがマ トウィグ長老 とア ド

セン長老であった。

彼らとの出会いは,私 の人生に奇跡 をも

たらした。本当に不思議 なことだが,杜 会

に背を向け,と んでもない無法 をしていた

私が,彼 らか らイエス･キ リストの福音を

聞くことになったのだ。 そしてとうとう,

同年の3月18日 にバプテスマを受 けて,こ

の教会の会員になったのである。

バプテスマを受 ける前の 自分は,酒 とタ

バコを平気で飲み,ケ ンカを趣味 としてい

た。毎 日毎 日,朝 から晩までケンカばか り

し,し か も負けたことがなか った。 こう言

えばおわか りいただけると思うが,私 は私

の通学する高校の番長であり,い わゆる今

の マ ジな子 とはお よそ反対 の所で生きて
う と

お り,そ のために世間からは白い目で疎ん

じられ,親 からも,持 て余されていたよう

な人間だった。私は,だ れからもほめられる
ら く こ

ことがない人生の落伍者として,私 自身の
う っ くつ

青春の轡屈を,た だ酒やタバコで紛 らわし,

暴 力の世界でだけ 自分の存在をひけらかし

ていたのである。

だか ら,福 音 に接 した時 も,自 分のよう

な ものが神のようになれるだろうかと,半

信半疑であった。福音は真実 だと思 ったが,

私 は素 直に,イ エス･キ リス トに付いて行

こうとは思わなかった。 しかし宣教師の熱

意と愛と自分の祈 りを通 して,私 は本当に

悔 い改めてバプテスマを受けることができ

たのである。

3月 末の安息 日に,私 はステーキ部長に

呼び止められた。 その時の私は頭 には白い

包帯をターバ ンのように巻 き,手 にもグル

グルと包帯 をしていた。その上,顔 はお岩

さんの ように無気味にはれ上がっていたの

である。

｢ち ょっと階段から落 ちて転ん じゃって｣

とごまかしたが,実 はこんなことがあ った。

福音を聞いた私は,バ プ テ スマ を受 け る

前につなが りを持 った仲間や,や っつけた

連 中から,も ちろん離れ ようとした。 しか

し,そ んな私 に彼らがケンカを売 ってきた

のである。私は前の奴らをこうやって痛め

つけて,左 右の奴 らをこうしたら後ろに向

いて…… と,憎 悪に駆 り立て られ,血 を騒

がせた。 ところが,そ の時,｢だ れ かがあな
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一
相良健一元名古屋
伝道部長,東 京地区

代表に召される

欝
蟹庭

□
の7月 に名古屋伝 道部長 としての

3年 間 の任務か ら帰還 した相良健

一長老が
,10月,東 京地区代表 として召さ

れた。担当ユニッ トは,東 京,東 京南,東

京西,横 浜,町 田,静 岡ステーキ部 である。

これまで東京地 区代表の任 にあった鈴木正

三長老は,東 京地区か ら分割独立 した東京

北地区(東 京北,東 京東,高 崎 ステーキ部)

を担当する。

猟

蒔灌 購 羨

相良長老は昭和12年 東京 に生 まれ,疎 開

から後就職までの期間を山形で過ごした。

バプ テスマは今から25年 前の8月25日,山

形市内を流れる馬見 ケ崎川で受けた。上京

後は松竹大船撮影所 に就職,現 在は自然食

品の販売代理店を営んでいる。教会では数

数 の要職 を歴任 してきたが,日 本で初めて.

の ステーキ部 が東京に組織 された時は,副

ステーキ部長として召された。

奥様の相良真由美姉妹 は名古屋の生まれ。

昭和36年2月14日 に横浜支部でバプテスマ

を受 けた。教 会で は扶助協 会,初 等協 会

などの役職 を歴任 し,現 在 横浜 ステーキ

部初等協会会長の職 にある。相良長老 との

結婚は昭和39年10月31日,当 時横浜支部が

建築 中だったため,仮 の集会所 として使用

していたガールスカウ ト会館で式が行なわ

れた。

おふた りの間には3人 のお子 さん(二 男

一女)が いるが
,相 良長老の楽 しみは,お

子さん と一緒に本を読んだり時代劇 を見た

りすることだそうである。

▲クモラの丘霊 園 を奉献 するため に集 った人. 。々左 よ リ

小松 長老,ブ ラ ッ ドフォー ド長老,司 会 をする鈴木長 老。

クモラの丘霊園

奉献される

9月19日(日),ク モ ラの丘霊 園

(所在地･埼 玉県入間郡毛 呂山町長

瀬1313)で,七 十人第一定貝会会員

のウィリアム･R･ブ ラ ッ ドフォー ド

長老の管理の下 に,奉 献の集いが も

たれた。
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聖 徒の適
索 引

1982年1月 ～12月

第26巻 第1号 ～第12号

☆愛
ヘ イステ ィー.

愛が義務 感 に取 って代 わる時
｢私 は ヒュー ズ兄 弟で す

。

あ なたの ホー ムテ ィーチ ャー です。ゴ･3 .月21
｢ふ れ あい｣(デ ビッ ド･B･ヘ イ ト)4月92

｢愛 はいつ まで も絶 えることが ない｣(ヒ ンクレー)･･4月160

一通の手紙

1月25

3月10

友達のために

6月20

6月31

神の 愛は罪 の壁 を越 えて(ロ ナル ド･E･ポ ールマン)･･7月48

チ ョコ レ7ト ケ ーキ

ク リスマ スカー ド

☆ イエス･キ リスト

キ リス ト･イ エ ス

10.月10

12月12

3月12

｢あ あ
,聖 なる腰い主｣(ニ ール･A･マ ックスウェル)･･4月11

｢主 はよみ がえ りぬ｣(ト ー マ ス･S･モ ンソ ン)･･4月26

イエ スの復 活(マ リオン･G･ロ ムニ ー)..7月8

イエ スの証 をな すに雄 々 しくあれ(ベ ン ソン)･･一7月108

｢救 い主
,イ エ ス｣(デ ビ ッ ド･B･ヘ イ ト)…･一7月127

キ リス トに倣 い て(マ ー ク.･E･ピ ー ター セ ン)…7月172

☆ 祈 り

常に祈 リなさい(キ ンボール>3月.1

憎 しみを乗 り越えて

祈 りの証

家族 の祈 り(ジ ョン･H･グ ロー バー グ)

☆ 癒 し の 儀 式

キ ンボー ル大管長,癒 しの儀 式 につい て語 る…･･…8月40

神権の祝福を与える

☆ 家庭･結 婚..

5月5

6月23

7月92

11月14

実 りある結婚 生活 を築 く...2月14

ホー ムテ ィーチ ャーの祝 福3月23

家庭 を平安 を得 る場 とする ため に(ス ミス)… … …4月139

栄 えある女性 の務 め(エ ズラ･タ フ ト･ベ ン ソン)･･4月177

あな たの妻 を愛 しな さい(フ ァ ウス ト)5月8

幸福 な両親,幸 福 な子供5月11

質問 ゲーム 6月21

人類 の希 望 であ る永遠 の結婚(シ ンプ ソ ン)… … …7月36

愛は家 族 を癒 す 力(F･エ ンツ ィオ･ブ ッシ ェ.)…7月120

78

｢そ の子 らは立 ち上 が って彼女 を祝 し｣(ス ミス)･･7月140

家 庭 にあ って福 音 を学 ぶ(キ ンボー ル).8月1

主が 父親 た.ちに求め られ るこ と(バ ッ クマ ン)… …9月8

愛が鍵でした

☆ 教会 での責任
.教会で最も重要な責任

.9月28

愛が義務感に取って代わる時

妻の教会の責任を助ける

☆ 教 師:学 習

心促す福音の教え

学習は万人の務め

2月7

3月10

9月11

1月14

1月18

絶 えず学 ぶ ことの特 権(シ ャー リー･W･ト ーマ ス)･･4月170

.義な る教 師の ため に .(ジー ン･R･ク ック)… ……7月44

家庭 にあ って福 音 を学ぶ(キ ンボ ール)8月1

☆ 苦 難

苦 難 の時 のた めに

い とし子 ジ ゴニー

憎 しみを乗り越えて

マ ルタ

ア ルコー ル中毒

喜び を求 めて(イ レ イン･A･キ ャ ノン)

心

ロー ラの 後見 人

タ ピ･エ ス カ

1月7

2月30

5月5

5月16

5月32

7月164

8月28

9月24

10月25

｢あ な たは この人 たちが 愛す る以上 に
,

わ た しを愛す るか｣･･11月20

☆質疑応答

幼児のバプテスマ

目には.目,歯 には歯

古代イスラエルの宗教

女性への侮り

家庭生活と教会の召しの両立

旧約時代のイスラエルが直面した誘惑

人々の間にある富や才能の隔たり

福音書とイエスの生涯

山上の垂訓の説教形式

2月4

3月9

6月7

8月20

8月23

10月19

11月5

12月21

12月22

☆ 什分の一･財 政管理
｢わ た しから離れては

,あ なたがたは何 一つできない｣･･2月

天の窓

什分の一一 主の律法
｢私 を試 み なさい｣

不変 の原 則(N･エ ル ドン･タ ナ ー)

什分 の一 の律法 に従 う(ゴ ー ドン.･B･ヒ ン クレー)･･7月73

什分 の一 に関 して思 う.4つ の事 柄.10月22

什分 の一 と オーバ ーコ ー ト12月5

☆ 正 直･誠 実

｢何 ら害悪 にあ らず｣(マ ー ビ ン･J･ア シ ュ トン)･･7月14

われ らは,正 直 な るべ きことを信 ず(ピ ーターセ ン.)･ク 月24

9

2月11

2月13

3月36

3月46
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神 殿 と神 殿事業(ヒ ンク レー)....11月1 め　
ク リスマ スに捧げ る祈 り(大 管 長会)12月1

断食の律 法(ロ ム ニー)･12月2

蝉 道'改宗談 ...藪
帰らな くて もいい のです ね1月36

キンボ ール大管 長,伝 道 につ いて語 る2月47

伝 道活動 を通 して清 く なる.(プ ラ ッ ドフ ォー ド)…4月82
｢わ たしの羊 はわたしの 声 に聞き従 う

｣(菊 地良 彦)･･4月113

妙なる調べ

口を開きて

5月39

6月14

福 音が教 える もの(リ グラ ン ド･リ チ ャー ズ)… …7月51

網をおろして 8月14

友人に福音を伝える グループによる家庭集会･…9月16

批判から改宗へ

失 敗 したら赦 して くれ.!

予期せぬ収穫

冬のバプ テ スマ

最後の転任

ベネズエラ以外なら

｢あ なた が立 ち直 った ときには｣

召しを受ける前に

ボ ブ･ガ ンサー

☆話し方(お 話の責任)

心 に残 った6つ の話

9月30

9月31

9月34

11月9

11月30

11月34

12月38

12月41

12月52

2月22

☆福 祉
｢愛 は限 りな く｣(J･リ チャー ド･ク ラ ーク)…･･4月132

人に仕え るこ とによ って得 られ る喜 び .4月144

奉仕 によ って証 を強め る4月147
｢高 潔な心 で受 けられ る ように知 恵 を使 って

与 えなさ い｣(マ ー ビン･J･ア シュ トン)･･4月150

福祉 の原則 に添 った生 活 をする(ロ ムニー 〉…… …4月156

仕事 の価値(J･リ チャー ド･ク ラ ーク>7月135

1980年 代の 雇用 に関す るチ ャレンジ(フ ァイアンズ〉･･7月146

福音一 職業 の基盤 となる もの(パ ッカー)… … …7月150

歴 史的見地 から見 た労働 と福 祉(ロ ム ニー)… … …7月156

☆扶助協会
｢愛 はいっ まで も舜 え ることがな い

｣(』 ンクレー)･･4月160

転機 の時の扶助 協 会(バ ーバ ラ･B･ス ミス)… …4月164

絶 えず学ぶ こ との特 権(シ ャー リー･W･ト ー マ ス〉･･4月170

扶助協 会 と福祉(セ リア ン･R･ボ イヤー)… … …4月173

栄 えある女性 の務 め(エ ズラ･タ フ ト･ベ ン ソン)･･4月177

女性 の神権 に対す る正 しい眼6月24

同 じ心 を持つ 人々(バ ーバ ラ･.B･ス ミス 〉…… …7月168

☆ 子 供 の ペ ー ジ

空中都市

カウ ボーイ ア リ

1月38

1月40

小 さ なお友 だちへ(G･ホ ー マー･ダ ラム)… ……1月43

ひい おじい ちゃん の長 ぐつ2月54

し ゃくと り虫 2月58

80

' 一響φ97押｢､.

なに炉,か くれ て吟 るか な?2月61

ポー ルマ.ン長 老 の.お話(ロ ナル ド･E･ポ ー ルマ ン)･･3月38

お もちゃぼ こ め いろ3月41

諜 議｢.

どうぶ つ えん(ぬ り絵)

ヒーバ ー･J･グ ラ ン ト.

天の お父さ まの時 問(チ ャール ズ･A･デ ィデ ィエ)･･6月51

お も.ちゃば こ一 さ あ さが そう6月54

ソマ リアの草 原 で

3月42

5月22

5月.26

5月28

かわ っ.てる って いい な

デ ビッ ド･0･マ ッケイ

小 さな お友 だちへ(ジ ェー ム ズ･E･パ ラモア)…8月54

ミツ オシエ のわ けま え8月56

ナ ヒー ドの ひみつ

6月55

8月49

8.月52

ジ ョセ ブ･フ ィール デ ィング･ス .ミ ス

すくい ぬ しをみ じか に(L･ト ム･ペ リー)･･… …･9月44

おもち ゃぼ こ こ とばの説 明.9月48

どこにか.くれ て いるか な9月49

マ リア とサ フラ ンの花10月38

クロ スワー ド･パ ズル. .10月42

イエ ス様 は みな さ.んを とて も愛 してお られ ます

(デ レク･A･カ スバ｣ト 〉･･10月43

ジ ョー ジ･ア ルバ ー ト･ス ミス.10月48

小 さな お友だ ちへ(ア ン.ゲル･ア ブ レア)11月39

ハ ロ ル ド･B･リ ー

9月38

9月42

イソギ ンチ ャクの まわ りで

エ イ.ラの ろ うそ く

大いなるよろこびのおとずれ

す くいぬ しの たん じ ょう

スペ ンサ ー｣W･キ ンボ ー ル

☆ ローカルベージ

11月43

11月46

12月54

12月58

12月61

12月62

1982年 に向けて,さ らに大いなるビジョンを(菊 地良彦)･･1月46

伝道 部長 の"わ が 目標"1月47

ステーキ部 長か ら の年 賀状"新 年度 のわ が 目標"･･1月48

全国LDS.音 楽 祭2月62

全国LDSろ うあ者 大会2月62.

全国弁 論大 会(人 生 は素晴 らしき旅･池 間晴 美,
一 人一 人に手紙 を書 く･武 田修)･･2月63

ク リスマ スの夕 べ(日 本 札幌伝 道部)3月52
.群馬LDS聖 歌 隊 ク リスマ スコ ンサー.ト3月53

｢グ ッバ イ･サ ン タク ロー ス｣3月54

4入 の地 区代 表 の82年 度 目標3月57 .

レー ガ ン大統 領,ボ ラ ンテ ィ.ア活動 を推奨 す る一･4月184

歩み を速め たキ ンボ ール大 管長 の8年 間4月185

ク.モラの丘霊 園鍬 入れ 式4月186

クモ ラの丘霊 園 の開 園に あた って4月186
'81年 度中に召された110名 の 日本人宣教 師出身別合計 ･･4月187

開校2年 目を迎 える東 京 イ ンステ ィテ ユー ト…･一4月188

救 援物 資,ポ ー ラ ン ドへ向 けて5月44

前 扶助 協会会 長,.ス パ ッフ ォー ド姉妹 逝去5.月44

新 た にふたつ の ステ ーキ部 誕生

(大 阪堺 ス.テーキ部,東 京西 ステ ー.キ部)･･5月45
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